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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のステージが互いに従属的に接続して複数のゲート信号を出力するゲート駆動回路
において、
　各ステージは、垂直開始信号又は前記各ステージの前段ステージのキャリー信号に応答
してハイ電圧に転換される電圧を有する第１ノードと、
　前記第１ノードのハイ電圧に応答して第１クロック信号をゲート信号として出力端子に
出力する出力部と、
　前記各ステージの次段ステージから出力されたゲート信号に応答して前記出力端子に第
１ロー電圧を印加する第１ホールディング部と、
　前記各ステージの前記次段ステージの後段ステージのうちのいずれか一つのステージか
ら出力されたゲート信号に応答して前記第１ノードに前記第１ロー電圧より低い第２ロー
電圧を印加する第２ホールディング部と、
　前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、前記第２ロー電圧が印加されるように構
成される第２ノードと、
　前記第２ノードの信号に応答し、前記第１ノードに前記第２ロー電圧を印加される第３
ホールディング部を有し、
　前記第２ホールディング部は第６トランジスタを含み、前記第６トランジスタは前記遮
断ステージの前記後段ステージのうち、いずれの一つのステージから出力される前記ゲー
ト信号を受信する第３入力端子に接続されるゲート電極、前記第２ロー電圧を受信する第
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２電圧端子に接続されるソース電極及び前記第１ノードに接続されるドレイン電極を含み
、
　前記第３ホールディング部は第１０トランジスタを含み、前記第１０トランジスタは前
記第２ノードに接続されるゲート電極、前記第２電圧端子に接続されるソース電極及び前
記第１ノードに接続されるドレイン電極を含むことを特徴とするゲート駆動回路。
【請求項２】
　前記第１ノードは、前記第２ノードの電圧に基づいて前記第２ロー電圧が印加されるよ
うに構成されることを特徴とする請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項３】
　前記第１ノードは、前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、ブートストラップ（
ｂｏｏｔｓｔｒａｐ）され、ブートストラップされた直後に前記第１ロー電圧が印加され
、前記次段ステージの後段ステージのうちのいずれか一つのステージから出力されたゲー
ト信号に応答して前記第２ロー電圧が印加されることを特徴とする請求項１に記載のゲー
ト駆動回路。
【請求項４】
　複数のステージが互いに従属的に接続して複数のゲート信号を出力するゲート駆動回路
において、
　各ステージは、垂直開始信号又は前記各ステージの前段ステージのキャリー信号に応答
してハイ電圧に転換される電圧を有する第１ノードと、
　前記第１ノードのハイ電圧に応答して第１クロック信号をゲート信号として出力端子に
出力する出力部と、
　前記各ステージの次段ステージから出力されたキャリー信号に応答して前記出力端子に
第１ロー電圧を印加する第１ホールディング部と、
　前記各ステージの前記次段ステージの後段ステージのうちのいずれか一つのステージか
ら出力されたキャリー信号に応答して前記第１ノードに前記第１ロー電圧より低い第２ロ
ー電圧を印加する第２ホールディング部と、
　前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、前記第２ロー電圧が印加されるように構
成される第２ノードと、
　前記第２ノードの信号に応答し、前記第１ノードに前記第２ロー電圧を印加される第３
ホールディング部を有し、
　前記第２ホールディング部は第６トランジスタを含み、前記第６トランジスタは前記遮
断ステージの前記後段ステージのうち、いずれの一つのステージから出力される前記キャ
リー信号又は前記垂直開始信号を受信する第３入力端子に接続されるゲート電極、前記第
２ロー電圧を受信する第２電圧端子に接続されるソース電極及び前記第１ノードに接続さ
れるドレイン電極を含み、
　前記第３ホールディング部は第１０トランジスタを含み、前記第１０トランジスタは前
記第２ノードに接続されるゲート電極、前記第２電圧端子に接続されるソース電極及び前
記第１ノードに接続されるドレイン電極を含むことを特徴とするゲート駆動回路。
【請求項５】
　前記第１ノードは、前記第２ノードの電圧に基づいて前記第２ロー電圧が印加されるよ
うに構成されることを特徴とする請求項４に記載のゲート駆動回路。
【請求項６】
　前記第１ノードは、前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、ブートストラップさ
れ、ブートストラップされた直後に前記第１ロー電圧が印加され、前記次段ステージの後
段ステージのうちのいずれか一つのステージから出力されたゲート信号に応答して前記第
２ロー電圧が印加されることを特徴とする請求項４に記載のゲート駆動回路。
【請求項７】
　複数のステージが互いに従属的に接続して複数のゲート信号を出力するゲート駆動回路
において、
　各ステージは、垂直開始信号又は前記各ステージの前段ステージのキャリー信号に応答
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してハイ電圧に転換される電圧を有する第１ノードと、
　前記第１ノードのハイ電圧に応答して第１クロック信号をゲート信号として出力端子に
出力する出力部と、
　前記各ステージの次段ステージから出力されたゲート信号に応答して前記出力端子に第
１ロー電圧を印加する第１ホールディング部と、
　前記各ステージの前記次段ステージの後段ステージのうちのいずれか一つのステージか
ら出力されたゲート信号に応答して前記第１ノードにダイナミックロー電圧を印加する第
２ホールディング部と、
　前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、前記第１ロー電圧より低い第２ロー電圧
が印加されるように構成される第２ノードと、
　前記第２ノードの信号に応答し、前記第１ノードに前記ダイナミックロー電圧を印加さ
れる第３ホールディング部を有し、
　前記ダイナミックロー電圧は、前記第１ロー電圧と前記第２ロー電圧とを選択的に有し
、
　前記第２ホールディング部は第６トランジスタを含み、前記第６トランジスタは前記遮
断ステージの前記後段ステージのうち、いずれの一つのステージから出力される前記ゲー
ト信号を受信する第３入力端子に接続されるゲート電極、前記第２ロー電圧を受信する第
２電圧端子に接続されるソース電極及び前記第１ノードに接続されるドレイン電極を含み
、
　前記第３ホールディング部は第１０トランジスタを含み、前記第１０トランジスタは前
記第２ノードに接続されるゲート電極、前記第２電圧端子に接続されるソース電極及び前
記第１ノードに接続されるドレイン電極を含むことを特徴とするゲート駆動回路。
【請求項８】
　複数のステージが互いに従属的に接続して複数のゲート信号を出力するゲート駆動回路
において、
　各ステージは、垂直開始信号又は前記各ステージの前段ステージのキャリー信号に応答
してハイ電圧に転換される電圧を有する第１ノードと、
　前記第１ノードのハイ電圧に応答して第１クロック信号をゲート信号として出力端子に
出力する出力部と、
　前記各ステージの次段ステージから出力されたキャリー信号に応答して前記出力端子に
第１ロー電圧を印加する第１ホールディング部と、
　前記各ステージの前記次段ステージの後段ステージのうちのいずれか一つのステージか
ら出力されたキャリー信号に応答して前記第１ノードにダイナミックロー電圧を印加する
第２ホールディング部と、
　前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、前記第１ロー電圧より低い第２ロー電圧
が印加されるように構成される第２ノードと、
　前記第２ノードの信号に応答し、前記第１ノードに前記ダイナミックロー電圧を印加さ
れる第３ホールディング部を有し、
　前記ダイナミックロー電圧は、前記第１ロー電圧と前記第２ロー電圧とを選択的に有し
、
　前記第２ホールディング部は第６トランジスタを含み、前記第６トランジスタは前記遮
断ステージの前記後段ステージのうち、いずれの一つのステージから出力される前記キャ
リー信号又は前記垂直開始信号を受信する第３入力端子に接続されるゲート電極、前記ダ
イナミックロー電圧を受信する第２電圧端子に接続されるソース電極及び前記第１ノード
に接続されるドレイン電極を含み、
　前記第３ホールディング部は第１０トランジスタを含み、前記第１０トランジスタは前
記第２ノードに接続されるゲート電極、前記第２電圧端子に接続されるソース電極及び前
記第１ノードに接続されるドレイン電極を含むことを特徴とするゲート駆動回路。
【請求項９】
　前記第１ノードは、前記第２ノードの電圧に基づいて前記第２ロー電圧が印加されるよ
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うに構成されることを特徴とする請求項８に記載のゲート駆動回路。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゲート駆動回路及びその駆動方法に関し、より詳しくは、駆動信頼性を向上
させることができるゲート駆動回路及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置用パネルモジュールの製造原価を節減し、全体サイズを減らすためのパ
ネルの表示領域に位置するスイッチング素子形成工程進行のとき、パネルの周辺領域にゲ
ート駆動回路を同時に形成する、言わば、ＡＳＧ（Ａｍｏｒｐｈｏｕｓ　Ｓｉｌｉｃｏｎ
　Ｇａｔｅ）技術が適用されている。
【０００３】
　また、最近ではパネルの消費電力を減らすためにゲート駆動回路を構成するトランジス
タのサイズを減らすために努力している。微小工程の発達によってトランジスタの微小化
が可能になっている。このように、トランジスタのサイズを減らす場合、低い電圧でも駆
動することができて消費電力を減らすことができる。
【０００４】
　しかしながら、トランジスタのサイズが小さくなると、漏洩電流が発生して高温ノイズ
を誘発するといった問題が発生する。つまり、ゲート駆動回路を高温で駆動する場合にゲ
ートオフ信号区間に非正常的なゲートオン信号が現れるノイズ不良が発生するという問題
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国特許第０８４７０９２号明細書
【特許文献２】韓国特許出願公開第２００６－００７８５７０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は上記表示装置用パネルのゲート駆動回路における問題点に鑑みてなさ
れたものであって、本発明の目的は、駆動信頼性を向上させることのできるゲート駆動回
路を提供することにある。
　また、本発明の他の目的は、上記のゲート駆動回路の駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明によるゲート駆動回路は、複数のステージが
互いに従属的に接続して複数のゲート信号を出力するゲート駆動回路において、各ステー
ジは、垂直開始信号又は前記各ステージの前段ステージのキャリー信号に応答してハイ電
圧に転換される電圧を有する第１ノードと、前記第１ノードのハイ電圧に応答して第１ク
ロック信号をゲート信号として出力端子に出力する出力部と、前記各ステージの次段ステ
ージから出力されたゲート信号に応答して前記出力端子に第１ロー電圧を印加する第１ホ
ールディング部と、前記各ステージの前記次段ステージの後段ステージのうちのいずれか
一つのステージから出力されたゲート信号に応答して前記第１ノードに前記第１ロー電圧
より低い第２ロー電圧を印加する第２ホールディング部とを有することを特徴とする。
【０００８】
　前記各ステージは、前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、前記第２ロー電圧が
印加されるように構成される第２ノードをさらに含み、前記第１ノードは、前記第２ノー
ドの電圧に基づいて前記第２ロー電圧が印加されるように構成されることが好ましい。
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　前記第１ノードは、前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、ブートストラップ（
ｂｏｏｔｓｔｒａｐ）され、ブートストラップされた直後に前記第１ロー電圧が印加され
、前記次段ステージの後段ステージのうちのいずれか一つのステージから出力されたゲー
ト信号に応答して前記第２ロー電圧が印加されることが好ましい。
【０００９】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明によるゲート駆動回路は、複数のステ
ージが互いに従属的に接続して複数のゲート信号を出力するゲート駆動回路において、各
ステージは、垂直開始信号又は前記各ステージの前段ステージのキャリー信号に応答して
ハイ電圧に転換される電圧を有する第１ノードと、前記第１ノードのハイ電圧に応答して
第１クロック信号をゲート信号として出力端子に出力する出力部と、前記各ステージの次
段ステージに出力されたキャリー信号に応答して前記出力端子に第１ロー電圧を印加する
第１ホールディング部と、前記各ステージの前記次段ステージの後段ステージのうちのい
ずれか一つのステージから出力されたゲート信号に応答して前記第１ノードに前記第１ロ
ー電圧より低い第２ロー電圧を印加する第２ホールディング部とを有することを特徴とす
る。
【００１０】
　前記各ステージは、前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、前記第２ロー電圧が
印加されるように構成される第２ノードをさらに含み、前記第１ノードは、前記第２ノー
ドの電圧に基づいて前記第２ロー電圧が印加されるように構成されることが好ましい。
　前記第１ノードは、前記出力端子にゲート信号が出力されるとき、ブートストラップさ
れ、ブートストラップされた直後に前記第１ロー電圧が印加され、前記次段ステージの後
段ステージのうちのいずれか一つのステージから出力されたゲート信号に応答して前記第
２ロー電圧が印加されることが好ましい。
【００１１】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明によるゲート駆動回路は、複数のステ
ージが互いに従属的に接続して複数のゲート信号を出力するゲート駆動回路において、各
ステージは、垂直開始信号又は前記各ステージの前段ステージのキャリー信号に応答して
ハイ電圧に転換される電圧を有する第１ノードと、前記第１ノードのハイ電圧に応答して
第１クロック信号をゲート信号として出力端子に出力する出力部と、前記各ステージの次
段ステージから出力されたゲート信号に応答して前記出力端子に第１ロー電圧を印加する
第１ホールディング部と、前記各ステージの前記次段ステージの後段ステージのうちのい
ずれか一つのステージから出力されたゲート信号に応答して前記第１ノードにダイナミッ
クロー電圧を印加する第２ホールディング部とを有し、前記ダイナミックロー電圧は、前
記第１ロー電圧と前記第１ロー電圧より低い第２ロー電圧とを選択的に有することを特徴
とする。
【００１２】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明によるゲート駆動回路は、複数のステ
ージが互いに従属的に接続して複数のゲート信号を出力するゲート駆動回路において、各
ステージは、垂直開始信号又は前記各ステージの前段ステージのキャリー信号に応答して
ハイ電圧に転換される電圧を有する第１ノードと、前記第１ノードのハイ電圧に応答して
第１クロック信号をゲート信号として出力端子に出力する出力部と、前記各ステージの次
段ステージから出力されたキャリー信号に応答して前記出力端子に第１ロー電圧を印加す
る第１ホールディング部と、前記各ステージの前記次段ステージの後段ステージのうちの
いずれか一つのステージから出力されたキャリー信号に応答して前記第１ノードにダイナ
ミックロー電圧を印加する第２ホールディング部とを有し、前記ダイナミックロー電圧は
、前記第１ロー電圧と前記第１ロー電圧より低い第２ロー電圧とを選択的に有することを
特徴とする。
【００１３】
　前記各ステージは、前記出力端子にゲート信号が出力するとき、前記第２ロー電圧が印
加されるように構成される第２ノードをさらに含み、前記第１ノードは、前記第２ノード
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の電圧に基づいて前記第２ロー電圧が印加されるように構成されることが好ましい。
【００１４】
　上記目的を達成するためになされた本発明によるゲート駆動回路の駆動方法は、複数の
ステージが互いに従属的に接続して複数のゲート信号を出力するゲート駆動回路の駆動方
法において、垂直開始信号又は前記各ステージの前段ステージのキャリー信号に応答して
第１ノードの電圧をハイ電圧に転換する段階と、前記第１ノードのハイ電圧に応答して、
出力端子を介して第１クロック信号をゲート信号として出力する段階と、前記各ステージ
の次段ステージから出力されるゲート信号に応答して前記出力端子に第１ロー電圧を印加
する段階と、前記各ステージの前記次段ステージの後段ステージのうちのいずれか一つの
ステージから出力されたゲート信号に応答して前記第１ノードに前記第１ロー電圧より低
い第２ロー電圧を印加する段階とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係るゲート駆動回路及びその駆動方法によれば、ゲート信号がロー電圧を維持
する区間の間、出力部のゲートとソースとの間にネガティブ電圧が印加されるように設定
することができるため、高温ノイズを改善することができるという効果がある。
　また、第１ノードの電圧をロー電圧に放電させるための放電部及び出力端子の電圧をロ
ー電圧でプルダウンさせる第１ホールディング部の制御信号で、次段ステージのキャリー
信号を利用することによって、長時間駆動のとき、放電部及び第１ホールディング部が劣
化することを防ぐことができるという効果がある。
　従って、ゲート駆動回路の長時間駆動の信頼性を向上させることができるという効果が
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施形態による表示装置を示す平面図である。
【図２】図１に示すゲート駆動回路のブロック図である。
【図３】図２に示すステージに対する例示的な回路図である。
【図４】図３に示すステージの入出力信号の信号タイミング図である。
【図５】図３に示す第１トランジスタの電流－電圧の特性を示すグラフである。
【図６】図３に示す第ｍステージの第１ノードＱ、第１クロック端子ＣＫ１及び出力端子
ＯＵＴにおいての第ｍゲート信号Ｇｍの電圧変化を示す信号タイミング図である。
【図７】本発明の第２の実施形態によるステージに対する回路図である。
【図８】本発明の第３の実施形態によるゲート駆動回路のブロック図である。
【図９】図８に示すステージに対する回路図である。
【図１０】本発明の第４の実施形態によるゲート駆動回路のブロック図である。
【図１１】図１０の示すステージに対する回路図である。
【図１２】本発明の第５の実施形態によるステージに対する回路図である。
【図１３】本発明の第６の実施形態によるステージに対する回路図である。
【図１４】本発明の第７の実施形態によるステージに対する回路図である。
【図１５】図１０に示す第１ダミーステージに対する回路図である。
【図１６】図１０に示す第２ダミーステージに対する回路図である。
【図１７】本発明の第８の実施形態によるステージに対する回路図である。
【図１８】本発明の第９の実施形態によるステージに対する回路図である。
【図１９】本発明の第１０の実施形態によるゲート駆動回路のブロック図である。
【図２０】図１９に示すステージに対する回路図である。
【図２１】図２０に示す第１ノードと出力端子の電圧の信号タイミング図である。
【図２２】本発明の第１１の実施形態によるステージに対する回路図である。
【図２３】本発明の第１２の実施形態によるステージに対する回路図である。
【図２４】本発明の第１３の実施形態によるゲート駆動回路のブロック図である。
【図２５】図２４に示すステージに対する回路図である。
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【図２６】本発明の第１４の実施形態によるステージに対する回路図である
【図２７】本発明の第１５の実施形態によるステージに対する回路図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　次に、本発明に係るゲート駆動回路及びその駆動方法を実施するための形態の具体例を
図面を参照しながら説明する。
【００１８】
　本発明は多様な変更を加えることができ、様々な形態を有することができるため、特定
実施形態を図面に例示し、本明細書にて詳しく説明する。しかし、これは本発明を特定の
開示形態に対して限定しようとすることではなく、本発明の思想及び技術範囲に含まれる
全ての変更、均等物、ないしは代替物を含むことと理解されるべきである。
　各図面を説明しながら類似する構成要素に対して同様の参照符号を使用した。添付図面
において、構造物のサイズは本発明の明確性に基づくために実際より拡大して示した。第
１、第２などの用語は多様な構成要素を説明するにあたって使用することができるが、各
構成要素は使用される用語によって限定されるものではない。
　各用語は１つの構成要素を他の構成要素と区別する目的で使用されるものであって、例
えば、明細書中において、第１構成要素を第２構成要素に書き換えることも可能であり、
同様に第２構成要素を第１構成要素とすることができる。単数表現は文脈上、明白に異な
る意味を有しない限り、複数の表現を含む。
【００１９】
　本明細書において、「含む」または「有する」などの用語は、明細書上に記載された特
徴、数字、段階、動作、構成要素、部分品、またはこれらを組み合わせたものが存在する
ことを指定しようとすることであって、１つまたはそれ以上の別の特徴、数字、段階、動
作、構成要素、部分品、またはこれらを組み合わせたものの存在または付加可能性を予め
排除しないことと理解されるべきである。また、層、膜、領域、板などの部分が他の部分
の「上に」あるとする場合、これは他の部分の「すぐ上に」ある場合のみでなく、その中
間にさらに他の部分がある場合も含む。反対に、層、膜、領域、板などの部分が他の部分
の「下に」あるとする場合、これは他の部分の「すぐ下に」ある場合のみでなく、その中
間にさらに他の部分がある場合も含む。
【００２０】
　〈第１の実施形態〉
　図１は、本発明の第１の実施形態による表示装置を示す平面図である。
　図１を参照すると、本発明の第１の実施形態による表示装置は、表示パネル１００、ゲ
ート駆動回路２００、データ駆動回路３００、及び印刷回路基板４００を含む。
　表示パネル１００は、表示領域ＤＡと表示領域ＤＡを囲む周辺領域ＰＡからなってもよ
い。
【００２１】
　表示領域ＤＡには、互いに交差するゲートラインＧＬとデータラインＤＬ、及び複数個
の画素部が形成される。各画素部ＰはゲートラインＧＬ及びデータラインＤＬに電気的に
接続されたスイッチング素子（ＴＦＴ）と、スイッチング素子（ＴＦＴ）と電気的に接続
された液晶キャパシタＣＬＣ及びストレージキャパシタＣＳＴを含む。
　液晶キャパシタＣＬＣの共通電極には共通電圧Ｖｃｏｍが印加され、ストレージキャパ
シタＣＳＴの共通電極にはストレージ共通電圧Ｖｓｔが印加される。本実施形態において
は、各画素部がストレージキャパシタを備えることと記載しているが、ストレージキャパ
シタは省略することもできる。
【００２２】
　周辺領域ＰＡにはデータラインＤＬの一端部を含む第１周辺領域ＰＡ１とゲートライン
ＧＬの一端部を含む第２周辺領域ＰＡ２を含む。
【００２３】
　データ駆動回路３００は、第１周辺領域ＰＡ１に配置される。データラインＤＬにデー
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タ信号を出力するデータ駆動チップ３１５と、データ駆動チップ３１５が装着されるフレ
キシブル印刷回路基板３２５とを含む。フレキシブル印刷回路基板３２５は、一端が表示
パネル１００の第１周辺領域ＰＡ１に接続され、他端が印刷回路基板４００に接続される
。フレキシブル印刷回路基板３２５は、印刷回路基板４００と表示パネル１００を電気的
に接続する。
【００２４】
　また、本実施形態において、データ駆動チップ３１５がフレキシブル印刷回路基板３２
５上に装着されることを例として説明したが、これに限定されるものではない。つまり、
データ駆動チップ３１５は表示パネル１００の直接装着されるか、または表示パネル１０
０の第１周辺領域ＰＡ１に集積されることができるのは勿論のことである。
【００２５】
　ゲート駆動回路２００は、表示パネル１００の第２周辺領域ＰＡ２に集積される。一方
、表示パネル１００のチップオングラス（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｇｌａｓｓ；ＣＯＧ）タイプ
で具現されるとき、ゲート駆動回路２００は、表示パネル１００の第２周辺領域ＰＡ２に
集積回路形態で搭載されることもできる。ゲート駆動回路２００は、複数のステージが互
いに従属的に接続されたシフトレジスタからなってゲートラインＧＬにゲート信号を順次
に出力する。
【００２６】
　図２は、図１に示すゲート駆動回路のブロック図である。
　図１及び図２を参照すると、ゲート駆動回路２００は、互いに従属的に接続された複数
のステージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｄ２）からなるシフトレジスタを含む。
【００２７】
　複数のステージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｄ２）は、ｎ個の駆動ステージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣ
ｎ）と２つのダミーステージ（ＳＲＣｄ１、ＳＲＣｄ２）を含む。ｎ個の駆動ステージ（
ＳＲＣ１～ＳＲＣｎ）は、ｎ個のゲートライン（Ｇ１～Ｇｎ）とそれぞれ接続されてゲー
トライン（Ｇ１～Ｇｎ）にゲート信号を順次に出力する。また、ダミーステージ（ＳＲＣ
ｄ１、ＳＲＣｄ２）は最後の駆動ステージＳＲＣｎの後端に順次に接続されている。但し
、ダミーステージ（ＳＲＣｄ１、ＳＲＣｄ２）の位置及び個数は、当業者の設計意図によ
って変更することもできる。
【００２８】
　各駆動ステージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｎ）及び第１ダミーステージＳＲＣｄ１は、第１ク
ロック端子ＣＫ１、第２クロック端子ＣＫ２、第１入力端子ＩＮ１、第２入力端子ＩＮ２
、第３入力端子ＩＮ３、第１電圧端子ＶＴ１、第２電圧端子ＶＴ２、キャリー端子ＣＲ、
及び出力端子ＯＵＴを含む。また、第２ダミーステージＳＲＣｄ２は、第１クロック端子
ＣＫ１、第２クロック端子ＣＫ２、第１入力端子ＩＮ１、第２入力端子ＩＮ２、第１電圧
端子ＶＴ１、第２電圧端子ＶＴ２、キャリー端子ＣＲ、及び出力端子ＯＵＴを含む。
【００２９】
　第１クロック端子ＣＫ１及び第２クロック端子ＣＫ２は、互いに逆の位相を有する第１
クロック信号ＣＫ及び第２クロック信号ＣＫＢを受信する。例えば、奇数番目ステージ（
ＳＲＣ１、ＳＲＣ３、…）の第１クロック端子ＣＫ１は、第１クロック信号ＣＫを受信し
、第２クロック端子ＣＫ２は、第２クロック信号ＣＫＢを受信する。偶数番目ステージ（
ＳＲＣ２、ＳＲＣ４、…）の第１クロック端子ＣＫ１は、第２クロック信号ＣＫＢを受信
し、第２クロック端子ＣＫ２は、第１クロック信号ＣＫを受信する。
【００３０】
　第１入力端子ＩＮ１は、垂直開始信号ＳＴＶ又は前段ステージのキャリー信号を受信す
る。例えば、一番目駆動ステージである第１駆動ステージＳＲＣ１の第１入力端子ＩＮ１
は、垂直開始信号ＳＴＶを受信し、第１駆動ステージＳＲＣ１を除いた残りのステージ（
ＳＲＣ２～ＳＲＣｄ２）の第１入力端子ＩＮ１は、前段ステージのキャリー信号を受信す
る。
【００３１】
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　第２入力端子ＩＮ２は、当該ステージの後段ステージのゲート信号又は垂直開始信号Ｓ
ＴＶを受信する。例えば、第１駆動ステージＳＲＣ１～第ｎ駆動ステージＳＲＣｎ、及び
第１ダミーステージＳＲＣｄ１の第２入力端子ＩＮ２は、次段ステージ（ＳＲＣ２～ＳＲ
Ｃｄ２）のゲート信号を受信し、第２ダミーステージＳＲＣｄ２の第２入力端子ＩＮ２は
垂直開始信号ＳＴＶを受信する。
【００３２】
　第３入力端子ＩＮ３は、当該ステージの第２入力端子ＩＮ２にゲート信号を出力するス
テージより後段のステージのうちのいずれか一つのステージの出力端子ＯＵＴから出力さ
れるゲート信号を受信する。例えば、ｋ番目駆動ステージの第２入力端子ＩＮ２が、ｋ＋
１番目駆動ステージのゲート信号を受信する場合に、ｋ番目駆動ステージの第３入力端子
ＩＮ３は、ｋ＋２番目ステージのゲート信号を受信する。また、第１ダミーステージＳＲ
Ｃｄ１の第３入力端子ＩＮ３は垂直開始信号ＳＴＶを受信する。
【００３３】
　第１電圧端子ＶＴ１は、第１ロー電圧ＶＳＳ１を受信する。第１ロー電圧はシフトレジ
スタで、論理値「０」、つまり、ロー電圧に対応する電圧値である。本実施形態では第１
ロー電圧ＶＳＳ１は、約－６Ｖである。
【００３４】
　第２電圧端子ＶＴ２は、第１ロー電圧ＶＳＳ１より低い第２ロー電圧ＶＳＳ２を受信す
る。本実施形態では第２ロー電圧ＶＳＳ２は、約－１１Ｖである。
【００３５】
　キャリー端子ＣＲは、当該ステージの後段に配置された次段ステージの第１入力端子Ｉ
Ｎ１と電気的に接続されて、該第１入力端子ＩＮ１にキャリー信号を出力する。
【００３６】
　出力端子ＯＵＴは、該当するゲートラインと電気的に接続されて該当ゲートラインにゲ
ート信号を出力する。出力端子ＯＵＴは、前段ステージの第２入力端子ＩＮ２と電気的に
接続されて、ゲート信号を前段ステージの第２入力端子ＩＮ２に提供する。
【００３７】
　図３は、図２に示すステージに対する例示的な回路図であり、図４は、図３に示すステ
ージの入出力信号の信号タイミング図である。
　図４において、第１クロック信号ＣＫのデューティ比はほぼ５０％であることを示す。
一方、第１クロック信号ＣＫは、３０％、３５％、４０％などのように多様なデューティ
比を有することもできる。このとき、第２クロック信号ＣＫＢのデューティ比は、７０％
、６５％、６０％などである。
【００３８】
　図３及び図４を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部２１０、及びホ
ールディング部を含む。
　入力部は、第１入力信号の印加を受ける第１入力端子ＩＮ１、第２入力信号の印加を受
ける第２入力端子ＩＮ２及び第３入力信号ＩＮ３を含む。ここで、第１入力信号ＩＮ１は
、前段ステージである第（ｍ－１）ステージＳＲＣｍ－１のキャリー信号ＣＲｍ－１又は
垂直開始信号ＳＴＶであり、第２入力信号は、次段ステージである第（ｍ＋１）ステージ
ＳＲＣｍ＋１のゲート信号Ｇｍ＋１であり、第３入力信号は、当該ステージに第２入力信
号を出力するステージの後段ステージのうちのいずれかの一つ、例えば、第ｍステージで
第２入力信号として第（ｍ＋１）ステージの出力信号を受信する場合に、第（ｍ＋２）ス
テージＳＲＣｍ＋２のゲート信号Ｇｍ＋２である。
【００３９】
　出力部２１０は、第１トランジスタＴ１を含む。
　第１トランジスタＴ１は、ドレイン電極が第１クロック信号ＣＫ１に接続され、ゲート
電極が第１ノードＱに接続され、ソース電極が出力端子ＯＵＴに接続される。
　第１ノードＱは、キャリー信号によって「ハイ」レベルに昇圧される。第１ノードＱが
「ハイ」レベルに昇圧された後、一端が第１トランジスタＴ１のゲート電極に接続され、
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他端が第１トランジスタＴ１のドレイン電極に接続された第１キャパシタＣ１が充電され
る。出力部２１０の第１トランジスタＴ１は、第１ノードＱの信号によってターンオンさ
れた後、第１クロック端子ＣＫ１に印加される第１クロック信号ＣＫをゲート信号として
出力する。
【００４０】
　第ｍステージＳＲＣｍは、出力部２１０をターンオン又はターンオフにスイッチングす
る出力駆動部をさらに含む。例えば、出力駆動部は、第（ｍ－１）ステージＳＲＣｍ－１
のキャリー信号ＣＲｍ－１又は垂直開始信号ＳＴＶに応答して出力部２１０をターンオン
させて、第（ｍ＋１）ステージＳＲＣｍ＋１のゲート信号Ｇｍ＋１に応答して出力部２１
０をターンオフさせるように構成させることができる。出力駆動部は、バッファー部２２
０、充電部２３０、及び放電部２４０を含む。
【００４１】
　バッファー部２２０は、第４トランジスタＴ４を含む。第４トランジスタＴ４は、ゲー
ト電極及びドレイン電極が第１入力端子ＩＮ１に共通で接続され、ソース電極が第１ノー
ドＱに接続される。
【００４２】
　充電部２３０は、第１電極が第１ノードＱに接続され、第２電極が出力端子ＯＵＴに接
続された第１キャパシタＣ１を含む。充電部２３０は、第１入力端子ＩＮ１から第１ノー
ドＱに印加される第１入力信号のハイ電圧によって充電されて、第１ノードＱをハイレベ
ルで維持させる。第１キャパシタＣ１は第１トランジスタＴ１の寄生キャパシタンスで具
現することもできる。
【００４３】
　放電部２４０は、第９トランジスタＴ９を含む。第９トランジスタＴ９は、ゲート電極
が第２入力端子ＩＮ２に接続され、ソース電極が第１電圧端子に接続され、ドレイン電極
が第１ノードＱに接続される。
【００４４】
　第（ｍ－１）ステージＳＲＣｍ－１のキャリー信号ＣＲｍ－１に応答して第４トランジ
スタＴ４がターンオンすると、キャリー信号ＣＲｍ－１が第１ノードＱに印加されて充電
部２３０が充電される。その後、充電部２３０が第１トランジスタＴ１のしきい電圧以上
に充電され、第１クロック端子ＣＫ１に第１クロック信号ＣＫのハイ電圧が受信されると
、第１トランジスタＴ１がブートストラップ（Ｂｏｏｔｓｔｒａｐ）される。つまり、第
１トランジスタＴ１のゲート電極と接続された第１ノードＱは第１電圧Ｖ１からブーステ
ィング電圧ＶＢＴでブースティングされる。出力部２１０は、第１ノードＱにブースティ
ング電圧ＶＢＴが印加される期間の間、第１クロック信号ＣＫのハイ電圧を第ｍゲート信
号Ｇｍとして出力する。
【００４５】
　その後、第２入力信号のハイレベルに応答して第９トランジスタＴ９がターンオンされ
ると、充電部２３０が第１電圧端子ＶＴ１に印加される第１ロー電圧ＶＳＳ１が第１ノー
ドＱに印加され、充電部２３０が第１トランジスタＴ１のしきい電圧以下に放電されて第
１トランジスタＴ１がターンオフされる。
【００４６】
　ホールディング部は、第１ホールディング部２５１、第２ホールディング部２５２、第
３ホールディング部２５３、第４ホールディング部２５４、及び第５ホールディング部２
５５を含む。
【００４７】
　第１ホールディング部２５１は、第２トランジスタＴ２を含む。第２トランジスタＴ２
は、ゲート電極が第２入力端子ＩＮ２に接続し、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に接続
され、ドレイン電極が出力端子ＯＵＴに接続される。第１ホールディング部２５１は第２
入力端子ＩＮ２に印加される第（ｍ＋１）ステージＳＲＣｍ＋１のゲート信号Ｇｍ＋１に
応答して出力端子ＯＵＴの電圧を第１ロー電圧ＶＳＳ１にプルダウンさせる。
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【００４８】
　第２ホールディング部２５２は、第１０トランジスタＴ１０を含む。第１０トランジス
タＴ１０は、ゲート電極が第２ノードＮに接続し、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接
続され、ドレイン電極が第１ノードＱに接続される。第２ホールディング部２５２は、第
２ノードＮの信号に応答して第１ノードＱの電圧を第２電圧端子ＶＴ２に印加される第２
ロー電圧ＶＳＳ２に維持させる。
【００４９】
　第３ホールディング部２５３は、第３トランジスタＴ３を含む。第３トランジスタＴ３
は、ゲート電極が第２ノードＮに接続し、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に接続され、
ドレイン電極が出力端子ＯＵＴに接続される。第３ホールディング部２５３は、第２ノー
ドＮに印加されたハイ電圧に応答して出力端子ＯＵＴの電圧を第１ロー電圧ＶＳＳ１で維
持させる。
【００５０】
　第４ホールディング部２５４は、第５トランジスタＴ５を含む。第５トランジスタＴ５
は、ゲート電極が第２クロック端子ＣＫ２に接続し、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に
接続され、ドレイン電極が出力端子ＯＵＴに接続される。第４ホールディング部２５４は
、第２クロック端子ＣＫ２に印加される第２クロック信号ＣＫＢに応答して出力端子ＯＵ
Ｔの電圧を第１ロー電圧ＶＳＳ１に維持させる。
【００５１】
　第５ホールディング部２５５は、第６トランジスタＴ６を含む。第６トランジスタＴ６
は、ゲート電極が第３入力端子ＩＮ３に接続し、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続
され、ドレイン電極が第１ノードＱに接続される。第５ホールディング部２５５は第３入
力端子ＩＮ３に受信される第（ｍ＋２）ゲート信号Ｇｍ＋２に応答して第１ノードＱの電
圧を第２ロー電圧ＶＳＳ２で維持させる。
【００５２】
　第ｍステージＳＲＣｍは、スイッチング部２６０、及びキャリー部２７０をさらに含む
。
　スイッチング部２６０は、第７トランジスタＴ７、第８トランジスタＴ８、第１１トラ
ンジスタＴ１１、及び第１２トランジスタＴ１２、並びに第２キャパシタＣ２及び第３キ
ャパシタＣ３を含む。
【００５３】
　第７トランジスタＴ７は、ドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に接続され、ゲート
電極が第２キャパシタＣ２を介して第１クロック端子ＣＫ１に接続され、ソース電極が第
２ノードＮに接続される。第７トランジスタＴ７のゲート電極とソース電極との間には第
３キャパシタＣ３が接続される。
【００５４】
　第８トランジスタＴ８は、ゲート電極が第１ノードＱに接続され、ドレイン電極が第２
ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続される。
　第１１トランジスタＴ１１は、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に
共通で接続され、ソース電極が第１２トランジスタＴ１２のドレイン電極と接続される。
　第１２トランジスタＴ１２は、ゲート電極が第１ノードＱに接続され、ソース電極が第
２電圧端子ＶＴ２に接続される。
【００５５】
　１フレームで第１ノードＱにハイ電圧が印加される間、スイッチング部２６０の第１２
トランジスタＴ１２及び第８トランジスタＴ８がターンオンされて第２ノードＮに第２ロ
ー電圧ＶＳＳ２が印加される。
　一方、１フレームで第１ノードＱにロー電圧が印加される間、スイッチング部２６０の
第１２トランジスタＴ１２及び第８トランジスタＴ８がターンオフされ、これによって、
第２ノードＮに第１クロック端子ＣＫ１が受信する第１クロック信号ＣＫと実質的に同一
信号が印加される。第２ノードの電位がハイレベルに転換する場合、第３トランジスタＴ
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３がターンオンされ、これによって出力端子ＯＵＴに第１ロー電圧ＶＳＳ１が印加される
。
【００５６】
　キャリー部２７０は、第１３トランジスタＴ１３を含む。第１３トランジスタＴ１３は
、ゲート電極が第１ノードＱに接続され、ソース電極がキャリー端子ＣＲに接続され、ド
レイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に接続される。キャリー部２７０は第１３トランジ
スタＴ１３のゲート電極とソース電極との間に接続される第４キャパシタＣ４をさらに含
む。キャリー部２７０は第１ノードＱにハイ電圧が印加されると、第１クロック信号ＣＫ
をキャリー信号として出力する。
【００５７】
　本実施形態においては、第ｍゲート信号Ｇｍの第２電圧端子ＶＴ２に第１ロー電圧ＶＳ
Ｓ１より低い第２ロー電圧ＶＳＳ２が印加されるように構成された場合を例として説明し
たが、これに限定されるのではない。つまり、第２電圧端子ＶＴ２に第１ロー電圧ＶＳＳ
１又は第２ロー電圧ＶＳＳ２が選択的に印加されるように変更することもできる。
　例えば、ゲート駆動回路が常温で駆動される場合、第２電圧端子ＶＴ２に第１ロー電圧
ＶＳＳ１が印加されるようにし、ゲート駆動回路が高温で駆動される場合、第２電圧端子
ＶＴ２に第２ロー電圧ＶＳＳ２が印加されるように構成することができる。この場合、常
温ではゲート駆動回路を低電力で駆動することができる。
【００５８】
　図５は、図３に示す第１トランジスタの電流－電圧の特性を示すグラフである。
　図５は、第１トランジスタＴ１のチャネルの長さＬが約３．５μｍであり、ゲートとソ
ースとの間のゲート／ソース電圧ＶＧＳに、０Ｖと－５Ｖを印加する場合、第１トランジ
スタＴ１のドレイン電流を測定した結果を示している。
【００５９】
　第１トランジスタＴ１のゲート／ソース電圧ＶＧＳが約０Ｖである場合のＥ１のドレイ
ン電流は、約１０－６Ａで、ゲート／ソース電圧ＶＧＳが約－５Ｖである場合のＥ２のド
レイン電流は、約１０－９Ａであった、第１トランジスタＴ１のドレイン電流は、ゲート
とソースとの間の電圧ＶＧＳが０Ｖと設定された場合より、０Ｖから－５Ｖに設定された
場合がより小さいことを確認することができる。
【００６０】
　図６は、図３に示す第ｍステージの第１ノードＱ、第１クロック端子ＣＫ１、及び出力
端子においての第ｍゲート信号Ｇｍの電圧変化を示す信号タイミング図である。この場合
、第１トランジスタＴ１のチャネルの長さＬは、約３．５μｍである。
【００６１】
　ｍ番目区間Ｔｍで、第１ノードＱの信号である第ｍノード信号Ｑｍは、約４１Ｖでブー
トストラップ（Ｂｏｏｔｓｔｒａｐ）され、第１クロック信号ＣＫのハイ電圧が出力端子
ＯＵＴの信号である第ｍゲート信号Ｇｍとして出力される。
　（ｍ＋１）番目区間Ｔｍ＋１で、第ｍステージの第１ノードＱには第（ｍ＋１）ゲート
信号Ｇｍ＋１によって、ターンオンされる第９トランジスタＴ９によって第１ロー電圧（
ＶＳＳ１＝約－６Ｖ）が印加される。
　（ｍ＋２）番目区間Ｔｍ＋２で、第ｍステージの第１ノードＱは、第（ｍ＋２）ゲート
信号Ｇｍ＋２によってターンオンされる第６トランジスタＴ６によって第２ロー電圧（Ｖ
ＳＳ２＝約－１１Ｖ）が印加される。その後、第ｍステージの第１ノードＱは、第ｍステ
ージの第２ノードＮに印加されたハイ電圧に応答してターンオンされる第１０トランジス
タＴ１０によって第２ロー電圧ＶＳＳ２を続けて維持する。
【００６２】
　上述のように、１フレームで第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧を維持させる間、第１トラ
ンジスタＴ１のゲート電極と接続された第１ノードＱは、第２ロー電圧ＶＳＳ２で維持さ
れ、ソース電極と接続された出力端子ＯＵＴは、第１ロー電圧ＶＳＳ１で維持される。従
って、第１トランジスタＴ１のゲート／ソース電圧ＶＧＳは、－５Ｖになる。
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【００６３】
　図５及び図６より、図３に示す回路の場合、第１トランジスタＴ１のゲート端子に第２
ロー電圧ＶＳＳ２が印加される場合に第１トランジスタＴ１のゲート端子に第１ロー電圧
ＶＳＳ１が印加される場合より、ドレイン電流が著しく小さく流れるようになるため、消
費電力減少に大きな効果があることが分かる。
【００６４】
　また、既存の表示装置は、高温で駆動するときに第１ノードＱの電圧でリップル（Ｒｉ
ｐｐｌｅ）が発生して、第１トランジスタＴ１が異常動作をする場合が頻繁に発生すると
いう短所があった。既存の表示装置においては異常動作によって、高温駆動のときに、表
示装置に画面異常が発生する場合が生じることがあった。しかし、本発明によれば、該ス
テージの次の次のステージのゲート信号が出力された後に第１ノードＱ１電圧を第１ロー
電圧ＶＳＳ１より充分に低い第２ロー電圧ＶＳＳ２で維持して、リップルが発生しても、
充分な駆動電圧マージンを確保することによって、上述の異常動作を防ぐことができる。
【００６５】
　このように、本実施形態によると、第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧を維持する間、第１
トランジスタＴ１のゲート／ソース電圧ＶＧＳをネガティブ電圧で設定することができる
ため、高温ノイズを改善することができる。
【００６６】
　〈第２の実施形態〉
　図７は、本発明の第２の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、スイッチング部２６２を除いては図３を参照して説明し
たステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照符号を
与え、繰り返される説明は省略する。
【００６７】
　図７を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部２１０、出力駆動部、ホ
ールディング部、スイッチング部２６２、及びキャリー部２７０を含む。出力駆動部はバ
ッファー部２２０、充電部２３０、及び放電部２４０を含む。ホールディング部は、第１
ホールディング部２５１、第２ホールディング部２５２、第３ホールディング部２５３、
第４ホールディング部２５４、及び第５ホールディング部２５５を含む。
【００６８】
　スイッチング部２６２は、第７トランジスタＴ７、第８トランジスタＴ８、第１１トラ
ンジスタＴ１１、及び第１２トランジスタ１２、並びに第２キャパシタＣ２及び第３キャ
パシタＣ３を含む。
　第７トランジスタＴ７は、ドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に接続し、ゲート電
極が第２キャパシタＣ２を介して第１クロック端子ＣＫ１に接続され、ソース電極が第２
ノードＮに接続される。第７トランジスタＴ７のゲート電極とソース電極との間には第３
キャパシタＣ３が接続される。
【００６９】
　第８トランジスタＴ８は、ゲート電極が出力端子ＯＵＴに接続され、ドレイン電極が第
２ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続される。従って、第１の
実施形態に比べて、第２ノードＮは、第ｍステージの前段ステージのキャリー信号が第ｍ
ステージに印加されるとき、第２ロー電圧ＶＳＳ２がさらに印加されるように構成される
。
　また、第１２トランジスタＴ１２は、ゲート電極が出力端子ＯＵＴに接続され、ソース
電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続される。第１の実施形態と比べてみると、第２の実施形
態の構成は、第８及び第１２トランジスタのゲート電極が出力端子ＯＵＴに接続されると
いう点に相違がある。
【００７０】
　第１１トランジスタＴ１１は、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に
共通で接続され、ソース電極が第１２トランジスタＴ１２のドレイン電極と接続される。
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【００７１】
　１フレームで、第ｍゲート信号Ｇｍがハイ電圧を維持する間、スイッチング部２６２の
第１２トランジスタＴ１２及び第８トランジスタＴ８がターンオンされ、これによって第
２ノードＮの電位は第２ロー電圧ＶＳＳ２に放電される。
　第３トランジスタＴ３は、ターンオフ状態であるため、第１電圧端子ＶＴ１と第ｍステ
ージの出力端子ＯＵＴは、電気的に分離された状態になる。従って、第ｍゲート信号は、
第１ロー電圧ＶＳＳ１に放電されず、出力端子ＯＵＴに完全に出力される。
【００７２】
　一方、１フレームで第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧を維持する間、スイッチング部２６
２の第１２トランジスタＴ１２及び第８トランジスタＴ８がターンオフされ、これによっ
て第２ノードＮには第１クロック端子ＣＫ１に受信される第１クロック信号ＣＫと位相が
実質的に同一の信号が印加される。第２ノードＮの電位がハイレベルに転換される時、第
３トランジスタＴ３がターンオンされ、これによって出力端子ＯＵＴには第１ロー電圧Ｖ
ＳＳ１が印加される。
【００７３】
　本実施形態によると、第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧を維持する間、第１トランジスタ
Ｔ１のゲート／ソース電圧ＶＧＳをネガティブ電圧に設定することができるため、高温ノ
イズを改善することができる。
【００７４】
　〈第３の実施形態〉
　図８は、本発明の第３の実施形態によるゲート駆動回路のブロック図である。
　本実施形態によるゲート駆動回路は、第４入力端子ＩＮ４をさらに含むことを除いては
図２を参照した説明したゲート駆動回路と実質的に同一であるため、繰り返される説明は
省略する。
【００７５】
　図２及び図８を参照すると、ゲート駆動回路２００ａは、互いに従属的にｎ個の駆動ス
テージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｎ）と２つのダミーステージＳＲＣｄ１、ＳＲＣｄ２を含む。
ｎ個の駆動ステージ（ＳＲＣｄ１～ＳＲＣｎ）は、ｎ個のゲートライン（Ｇ１～Ｇｎ）と
それぞれ接続されてゲートライン（Ｇ１～Ｇｎ）にゲート信号を順次に出力する。
【００７６】
　各ステージは、第１クロック端子ＣＫ１、第２クロック端子ＣＫ２、第１入力端子ＩＮ
１、第２入力端子ＩＮ２、第３入力端子ＩＮ３、第４入力端子ＩＮ４、第１電圧端子ＶＴ
１、第２電圧端子ＶＴ２、キャリー端子ＣＲ、及び出力端子ＯＵＴを含む。
　第４入力端子ＩＮ４は、次段ステージのキャリー端子ＣＲと電気的に接続されてキャリ
ー端子ＣＲから出力されるキャリー信号を受信する。
【００７７】
　図９は、図８に示すステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、放電部２４２を除いては図３を参照して説明したステー
ジに対する回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照番号を与え、繰
り返される説明は省略する。
【００７８】
　図８及び図９を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部２１０、出力駆
動部、ホールディング部、スイッチング部２６０、及びキャリー部２７０を含む。出力駆
動部はバッファー部２２０、充電部２３０、及び放電部２４２を含む。ホールディング部
は、第１ホールディング部２５１、第２ホールディング部２５２、第３ホールディング部
２５３、第４ホールディング部２５４、及び第５ホールディング部２５５を含む。
【００７９】
　放電部２４２は、第９トランジスタＴ９を含む。第９トランジスタＴ９は、ゲート電極
が第４入力端子ＩＮ４に接続され、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に接続され、ドレイ
ン電極が第１ノードＱに接続される。放電部２４２は、第４入力端子ＩＮ４に印加される
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第（ｍ＋１）キャリー信号ＣＲｍ＋１のハイレベルに応答して第１ノードＱの電圧を第１
ロー電圧ＶＳＳ１のレベルに放電させる。
【００８０】
　本実施形態によると放電部２４２の制御信号として第（ｍ＋１）キャリー信号ＣＲｍ＋
１の印加を受けることによって、漏洩電流が放電部２４２を介して第１ノードＱに流入さ
れることを最少化することができる。
【００８１】
　〈第４の実施形態〉
　図１０は、本発明の第４の実施形態によるゲート駆動回路のブロック図である。
　本実施形態によるゲート駆動回路は、第２入力端子ＩＮ２及び第３入力端子ＩＮ３に印
加される信号、及び第２電圧端子ＶＴ２に印加される電圧が異なることを除いては、図２
を参照して説明したゲート駆動回路と実質的に同一であるため、繰り返される説明は省略
する。
【００８２】
　図１０を参照すると、ゲート駆動回路は、互いに従属的にｎ個の駆動ステージ（ＳＲＣ
１～ＳＲＣｎ）と２つのダミーステージＳＲＣｄ１、ＳＲＣｄ２を含む。ｎ個の駆動ステ
ージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｎ）はｎ個のゲートライン（Ｇ１～Ｇｎ）とそれぞれ接続されて
ゲートライン（Ｇ１～Ｇｎ）にゲート信号を順次に出力する。また、２つのダミーステー
ジ（ＳＲＣｄ１、ＳＲＣｄ２）は最終駆動ステージＳＲＣｎの後端に順次に接続される。
【００８３】
　各駆動ステージ及び第１ダミーステージＳＲＣｄ１は、第１クロック端子ＣＫ１、第２
クロック端子ＣＫ２、第１入力端子ＩＮ１、第２入力端子ＩＮ２、第３入力端子ＩＮ３、
第１電圧端子ＶＴ１、第２電圧端子ＶＴ２、キャリー端子ＣＲ、及び出力端子ＯＵＴを含
む。
　また、第２ダミーステージＳＲＣｄ２は、第１クロック端子ＣＫ１、第２クロック端子
ＣＫ２、第１入力端子ＩＮ１、第２入力端子ＩＮ２、第１電圧端子ＶＴ１、第２電圧端子
ＶＴ２、キャリー端子ＣＲ、及び出力端子ＯＵＴを含む。
【００８４】
　第２入力端子ＩＮ２は、次段ステージのキャリー信号又は垂直開始信号ＳＴＶを受信す
る。第１ステージＳＲＣ１～第ｎステージＳＲＣｎ及び第１ダミーステージＳＲＣｄ１の
第２入力端子ＩＮ２は、その次段ステージ（ＳＲＣ２～ＳＲＣｄ２）のキャリー信号を受
信し、第２ダミーステージＳＲＣｄ２の第２入力端子ＩＮ２は垂直開始信号ＳＴＶを受信
する。
【００８５】
　第３入力端子ＩＮ３は、当該ステージの第２入力端子ＩＮ２にキャリー信号を供給して
くれるステージの後段のステージのキャリー信号、又は垂直開始信号ＳＴＶを受信する。
例えば、ｋ番目ステージの第２入力端子ＩＮ２に、ｋ＋１番目ステージのキャリー信号の
供給を受ける場合に、ｋ番目ステージの第３入力端子ＩＮ３は、ｋ＋２番目ステージのキ
ャリー信号を受信する。この場合、第１ステージＳＲＣ１～第ｎステージＳＲＣｎの第３
入力端子ＩＮ３は、次の次のステージのキャリー信号を受信し、第１ダミーステージＳＲ
Ｃｄ１の第３入力端子ＩＮ３は垂直開始信号ＳＴＶを受信する。
【００８６】
　第１電圧端子ＶＴ１は、第１ロー電圧ＶＳＳ１を受信する。本実施形態では、第１ロー
電圧は、約－６Ｖである。
【００８７】
　第２電圧端子ＶＴ２は、ダイナミック（Ｄｙｎａｍｉｃ）ロー電圧ＶＳＳＤを受信する
。
　ダイナミックロー電圧ＶＳＳＤは、第１レベルのロー電圧又は第２レベルのロー電圧を
選択的に有することができる。例えば、ダイナミックロー電圧ＶＳＳＤは、常温では第１
レベルのロー電圧を有し、高温では第２レベルのロー電圧を有する。ここで、第１レベル
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は、第１ロー電圧ＶＳＳ１のレベルと同一の電圧レベルで約－６Ｖであり、第２レベルは
、第１レベルと低いレベルで約－１１Ｖであることができる。
【００８８】
　図１１は、図１０の示すステージに対する回路図である。
　図１０及び図１１を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部３１０、出
力駆動部、ホールディング部、スイッチング部３６０、及びキャリー部３７０を含む。
【００８９】
　出力駆動部はバッファー部３２０、充電部３３０、及び放電部３４０を含む。ホールデ
ィング部は、第１ホールディング部３５１、第２ホールディング部３５２、第３ホールデ
ィング部３５３、第４ホールディング部３５４及び第５ホールディング部３５５を含む。
【００９０】
　出力部３１０は、第１トランジスタＴ１を含む。第１トランジスタＴ１は、ドレイン電
極が第１クロック信号ＣＫ１に接続され、ゲート電極が第１ノードＱに接続されて、ソー
ス電極が出力端子ＯＵＴに接続される。出力部３１０は、第１ノードＱにハイ電圧が印加
されるとき、第１クロック端子ＣＫ１に印加される第１クロック信号ＣＫをゲート信号と
して出力する。
【００９１】
　バッファー部３２０は、第４トランジスタＴ４を含む。第４トランジスタＴ４は、ゲー
ト電極及びドレイン電極が第１入力端子ＩＮ１に共通で接続され、ソース電極が第１ノー
ドＱに接続される。
　充電部３３０は、１端が第１ノードＱに接続され、他端が出力端子ＯＵＴに接続された
第１キャパシタＣ１を含む。充電部３３０は、第１入力端子ＩＮ１に印加される第１入力
信号のハイ電圧によって充電され、第１ノードＱをハイ電圧で維持させる。
【００９２】
　放電部３４０は、第９トランジスタＴ９を含む。第９トランジスタＴ９は、ゲート電極
が第２入力端子ＩＮ２に接続され、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に接続され、ドレイ
ン電極が第１ノードＱに接続される。放電部３４０は、第２入力端子ＩＮ２に印加される
第（ｍ＋１）キャリー信号ＣＲｍ＋１のハイ電圧に応答して第１ノードＱの電圧を第１ロ
ー電圧ＶＳＳ１のレベルに放電させる。
【００９３】
　第１ホールディング部３５１は、第２トランジスタＴ２を含む。第２トランジスタＴ２
は、ゲート電極が第２入力端子ＩＮ２に接続し、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に接続
され、ドレイン電極が出力端子ＯＵＴに接続される。第１ホールディング部３５１は第２
入力端子ＩＮ２に印加される第（ｍ＋１）キャリー信号ＣＲｍ＋１に応答して出力端子Ｏ
ＵＴに第１電圧端子ＶＴ１に印加される第１ロー電圧ＶＳＳ１を印加する。
【００９４】
　第２ホールディング部３５２は、第１０トランジスタＴ１０を含む。第１０トランジス
タＴ１０は、ゲート電極が第２ノードＮに接続し、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接
続され、ドレイン電極が第１ノードＱに接続される。第２ホールディング部３５２は、第
２ノードＮの信号に応答して第１ノードＱの電圧を第２電圧端子ＶＴ２に印加されるダイ
ナミックロー電圧ＶＳＳＤで維持させる。
【００９５】
　ダイナミックロー電圧ＶＳＳＤは、常温では第１レベルのロー電圧と、第２レベルのロ
ー電圧を有する。ここで、第１レベルは、第１ロー電圧ＶＳＳ１のレベルと同一の電圧レ
ベルで約－６Ｖであることができ、第２レベルは、第１レベルより低い電圧レベルで約－
１１Ｖであることができる。
【００９６】
　第３ホールディング部３５３は、第３トランジスタＴ３を含む。第３トランジスタＴ３
は、ゲート電極が第２ノードＮに接続し、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に接続され、
ドレイン電極が出力端子ＯＵＴに接続される。第３ホールディング部３５３は、第２ノー
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ドＮに印加されたハイ電圧に応答して出力端子ＯＵＴの電圧を第１ロー電圧ＶＳＳ１で維
持させる。
【００９７】
　第４ホールディング部３５４は、第５トランジスタＴ５を含む。第５トランジスタＴ５
は、ゲート電極が第２クロック端子ＣＫ２に接続し、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に
接続され、ドレイン電極が出力端子ＯＵＴに接続される。第４ホールディング部３５４は
、第２クロック信号ＣＫＢに応答して出力端子ＯＵＴの電圧を第１ロー電圧ＶＳＳ１で維
持させる。
【００９８】
　第５ホールディング部３５５は、第６トランジスタＴ６を含む。第６トランジスタＴ６
は、ゲート電極が第３入力端子ＩＮ３に接続し、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続
され、ドレイン電極が第１ノードＱに接続される。第５ホールディング部３５５は第３入
力端子ＩＮ３に受信される第（ｍ＋２）キャリー信号ＣＲｍ＋２に応答して第１ノードＱ
にダイナミックロー電圧ＶＳＳＤを印加する。
【００９９】
　スイッチング部２６０は、第７トランジスタＴ７、第８トランジスタＴ８、第１１トラ
ンジスタＴ１１、及び第１２トランジスタＴ１２、並びに第２キャパシタＣ２及び第３キ
ャパシタＣ３を含む。
【０１００】
　第７トランジスタＴ７は、ドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に接続され、ゲート
電極が前記第２キャパシタＣ２を介して第１クロック端子ＣＫ１に接続され、ソース電極
が第２ノードＮに接続される。第７トランジスタＴ７のゲート電極とソース電極との間に
は第３キャパシタＣ３が接続される。
【０１０１】
　第８トランジスタＴ８は、ゲート電極が第１ノードＱに接続され、ドレイン電極が第２
ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続される。
　第１１トランジスタＴ１１は、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に
共通で接続され、ソース電極が第１２トランジスタＴ１２のドレイン電極と接続される。
　第１２トランジスタＴ１２は、ゲート電極が第１ノードＱに接続され、ソース電極が第
２電圧端子ＶＴ２に接続される。
【０１０２】
　１フレームで第１ノードＱにハイ電圧が印加される間、スイッチング部３６０の第１２
トランジスタＴ１２及び第８トランジスタＴ８がターンオンされて第２ノードＮの電位は
第２ロー電圧ＶＳＳ２に放電される。
　一方、１フレームで第１ノードＱにロー電圧が印加される間、スイッチング部２６０の
第１２トランジスタＴ１２及び第８トランジスタＴ８がターンオフされ、これによって、
第２ノードＮに第１クロック端子ＣＫ１に受信される第１クロック信号ＣＫと位相が実質
的に同一の信号が印加される。第２ノードＮの電位がハイレベルに転換する時、第３トラ
ンジスタＴ３がターンオンされ、これによって出力端子ＯＵＴが第１ロー電圧ＶＳＳ１に
放電される。
【０１０３】
　キャリー部３７０は、第１３トランジスタＴ１３を含む。第１３トランジスタＴ１３は
、ゲート電極が第１ノードＱに接続され、ソース電極がキャリー端子ＣＲに接続され、ド
レイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に接続される。キャリー部３７０は第１３トランジ
スタＴ１３のゲート電極とソース電極との間に接続される第４キャパシタＣ４をさらに含
む。キャリー部３７０は第１ノードＱの電位がハイレベルに転換すると、第１クロック信
号ＣＫのハイ電圧をキャリー信号として出力する。
【０１０４】
　本実施形態によれば、ゲート駆動回路が放電部３４０及び第５ホールディング部３５５
の制御信号としてゲート信号ではなくキャリー信号の印加を受けることによって、漏洩電
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流が放電部３４０及び第５ホールディング部３５５を介して第１ノードＱに流入すること
を最小化することができる。また、ゲート駆動回路が長時間駆動するとき、放電部３４０
及び第５ホールディング部３５５が劣化することを防ぐことができる。
【０１０５】
　また、ゲート駆動回路が高温で動作する場合には、第１ノードＱの電圧を第１電圧端子
ＶＴ１に印加される第１ロー電圧ＶＳＳ１より低い第２レベルを有するダイナミックロー
電圧ＶＳＳＤを印加することによって、第１トランジスタＴ１のゲート／ソース電圧ＶＧ

Ｓをネガティブ電圧で設定することができて、高温ノイズを改善することができる。
【０１０６】
　〈第５の実施形態〉
　図１２は、本発明の第５の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、スイッチング部３６２を除いては図１１を参照して説明
したステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照符号
を与え、繰り返される説明は省略する。
【０１０７】
　図１２を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部３１０、出力駆動部、
ホールディング部、スイッチング部３６２、及びキャリー部３７０を含む。出力駆動部は
バッファー部３２０、充電部３３０、及び放電部３４０を含む。ホールディング部は、第
１ホールディング部３５１、第２ホールディング部３５２、第３ホールディング部３５３
、第４ホールディング部３５４及び第５ホールディング部３５５を含む。
【０１０８】
　スイッチング部３６２は、第７トランジスタＴ７、第８トランジスタＴ８、第１１トラ
ンジスタＴ１１、及び第１２トランジスタ１２、並びに第２キャパシタＣ２及び第３キャ
パシタＣ３を含む。
【０１０９】
　第７トランジスタＴ７は、ドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に接続し、ゲート電
極が第２キャパシタＣ２を介して第１クロック端子ＣＫ１に接続され、ソース電極が第２
ノード電極Ｎに接続される。第７トランジスタＴ７のゲート電極とソース電極との間には
第３キャパシタＣ３が接続される。
【０１１０】
　第８トランジスタＴ８は、ゲート電極が出力端子ＯＵＴに接続され、ドレイン電極が第
２ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続される。
　第１１トランジスタＴ１１は、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に
共通で接続され、ソース電極が第１２トランジスタＴ１２のドレイン電極と接続される。
　第１２トランジスタＴ１２は、ゲート電極が出力端子ＯＵＴに接続され、ソース電極が
第２電圧端子ＶＴ２に接続される。
【０１１１】
　１フレームで、第ｍゲート信号Ｇｍがハイ電圧を維持する間、スイッチング部３６２の
第１２トランジスタＴ１２及び第８トランジスタＴ８がターンオンされ、これによって第
２ノードＮの電位は第２ロー電圧ＶＳＳ２に放電される。第３トランジスタＴ３は、ター
ンオフ状態であるため、第１電圧端子ＶＴ１と第ｍステージの出力端子ＯＵＴは、電気的
に分離された状態になる。従って、第ｍゲート信号は、第１ロー電圧ＶＳＳ１で放電され
ず、出力端子ＯＵＴに完全に出力される。
【０１１２】
　一方、１フレームで第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧を維持する間、スイッチング部３６
２の第１２トランジスタＴ１２及び第８トランジスタＴ８がターンオフされ、これによっ
て第２ノードＮには第１クロック端子ＣＫ１に受信される第１クロック信号ＣＫと実質的
に同一の信号が印加される。第２ノードＮの電位がハイレベルに転換される時、第３トラ
ンジスタＴ３がターンオンされ、これによって出力端子ＯＵＴの電位は第１ロー電圧ＶＳ
Ｓ１に放電される。
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【０１１３】
　本実施形態によれば、ゲート駆動回路が高温で動作する場合、１フレームで第ｍゲート
信号Ｇｍがロー電圧を維持する間、第１トランジスタＴ１のゲート／ソース電圧ＶＧＳを
ネガティブ電圧で設定することができるため、高温ノイズを改善することができる。
【０１１４】
　〈第６の実施形態〉
　図１３は、本発明の第６の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、第５ホールディング部３５５が除去され、放電部３４２
を構成するスイッチング素子の接続構造が変更されたことを除いては、図１１に示すステ
ージの回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照符号を与え、繰り返
される説明は省略する。
【０１１５】
　図１３を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部３１０、出力駆動部、
ホールディング部、スイッチング部３６０、及びキャリー部３７０を含む。出力駆動部は
バッファー部３２０、充電部３３０、及び放電部３４２を含む。ホールディング部は、第
１ホールディング部３５１、第２ホールディング部３５２、第３ホールディング部３５３
、及び第４ホールディング部３５４を含む。
【０１１６】
　放電部３４２は、第９トランジスタＴ９を含む。第９トランジスタＴ９は、ゲート電極
が第２入力端子ＩＮ２に接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続され、ドレイ
ン電極が第１ノードＱに接続される。
　放電部３４２は、第２入力端子ＩＮ２に印加される第（ｍ＋１）キャリー信号ＣＲｍ＋
１に応答して第１ノードＱの電圧を第２電圧端子ＶＴ２に印加されるダイナミックロー電
圧ＶＳＳＤのレベルに放電させる。
　ダイナミックロー電圧ＶＳＳＤは、常温で第１レベルの電圧を、高温で第１レベルより
低い第２レベルのロー電圧を有する。ここで、第１レベルのロー電圧は、約－６Ｖであり
、第２レベルのロー電圧は、約－１１Ｖである。
【０１１７】
　ゲート駆動回路が高温で動作する場合、１フレームで第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧を
維持する間、第１トランジスタＴ１のゲート電極と接続された第１ノードＱは第２レベル
のロー電圧で維持され、ソース電極と接続された出力端子ＯＵＴは第１電圧端子ＶＴ１か
ら印加される第１ロー電圧ＶＳＳ１で維持される。
【０１１８】
　このように本実施形態によれば、ゲート駆動回路が高温で動作する場合、１フレームで
第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧を維持する間、第１トランジスタＴ１のゲート／ソース電
圧ＶＧＳをネガティブ電圧で設定することができるため、高温ノイズを改善することがで
きる。
【０１１９】
　〈第７の実施形態〉
　図１４は、本発明の第７の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、第６ホールディング部３５６が追加されたことを除いて
は、図１２を参照して説明したステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一
構成要素には同一参照符号を与え、繰り返される説明は省略する。
【０１２０】
　図１４を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部３１０、出力駆動部、
ホールディング部、スイッチング部３６２、及びキャリー部３７０を含む。出力駆動部は
バッファー部３２０、充電部３３０、及び放電部３４０を含む。ホールディング部は、第
１ホールディング部３５１、第２ホールディング部３５２、第３ホールディング部３５３
、第４ホールディング部３５４、第５ホールディング部３５５、及び第６ホールディング
部３５６を含む。
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【０１２１】
　第６ホールディング部３５６は、第１４トランジスタＴ１４を含む。第１４トランジス
タＴ１４はゲート電極が第２ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接
続され、ドレイン電極がキャリー端子ＣＲに接続される。第６ホールディング部３５６は
、第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧である間、第２ノードＮの信号に応答してキャリー端子
ＣＲに出力されるキャリー信号ＣＲｍを第２電圧端子ＶＴ２に印加されるダイナミックロ
ー電圧ＶＳＳＤで維持させる。
　ダイナミックロー電圧ＶＳＳＤは、常温で第１レベルのロー電圧を、高温では、第１レ
ベルより低い第２レベルのロー電圧を有する。例えば、第１レベルは第１電圧端子ＶＴ１
に印加される第１ロー電圧ＶＳ１のレベルと同一の電圧レベルで、約－６Ｖであり、第２
レベルは、約－１１Ｖである。
【０１２２】
　第６ホールディング部３５６は、第ｍゲート信号Ｇｍがハイ電圧であると同時に第１ク
ロック信号ＣＫがハイ電圧である区間を除き、キャリー信号ＣＲｍを安定的にダイナミッ
クロー電圧ＶＳＳＤで維持させることができる。
【０１２３】
　本実施形態によれば、第６ホールディング部３５６を介して該当ゲート信号がハイ電圧
で維持される区間を除いた残りの区間に次段ステージに印加されるキャリー信号をロー電
圧で安定的に維持させることができるため、キャリー信号にリップルが発生することを著
しく減らすことができる。
【０１２４】
　図１５は、図１０に示す第１ダミーステージに対する回路図である。
　本実施形態による第１ダミーステージＳＲＣｄ１は、第５ホールディング部３５５ａを
除いては、図１４を参照して説明したステージに対する回路図と実質的に同一であるため
、同一構成要素には同一参照符号を与え、繰り返される部分は省略する。
【０１２５】
　図１０及び図１５を参照すると、第１ダミーステージＳＲＣｄ１は、入力部、出力部３
１０、出力駆動部、ホールディング部、スイッチング部３６２、及びキャリー部３７０を
含む。出力駆動部はバッファー部３２０、充電部３３０、及び放電部３４０を含む。ホー
ルディング部は、第１ホールディング部３５１、第２ホールディング部３５２、第３ホー
ルディング部３５３、第４ホールディング部３５４、第５ホールディング部３５５ａ、及
び第６ホールディング部３５６を含む。
【０１２６】
　第５ホールディング部３５５ａは、第６トランジスタＴ６を含む。第６トランジスタＴ
６はゲート電極が第３入力端子ＩＮ３に接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接
続され、ドレイン電極が第１ノードＱに接続される。第５ホールディング部３５５ａは、
第３入力端子ＩＮ３に印加される垂直開始信号ＳＴＶに応答して第１ノードＱの電圧を第
２電圧端子ＶＴ２に印加されるダイナミックロー電圧ＶＳＳＤで維持させる。
【０１２７】
　図１６は、図１０に示す第２ダミーステージに対する回路図である。
　本実施形態による第２ダミーステージＳＲＣｄ２は、放電部３４２及びホールディング
部を除いては、図１４を参照して説明したステージに対する回路図と実質的に同一である
ため、同一構成要素には同一参照符号を与え、繰り返される部分は省略する。
【０１２８】
　図１０及び図１６を参照すると、第２ダミーステージＳＲＣｄ２は、入力部、出力部３
１０、出力駆動部、ホールディング部、スイッチング部３６０、及びキャリー部３７０を
含む。出力駆動部はバッファー部３２０、充電部３３０、及び放電部３４２を含む。ホー
ルディング部は、第１ホールディング部３５１ａ、第２ホールディング部３５２、第３ホ
ールディング部３５３、第４ホールディング部３５４、第６ホールディング部３５６、及
び第７ホールディング部３５７を含む。
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【０１２９】
　放電部３４２は、第９トランジスタＴ９を含む。第９トランジスタＴ９は、ゲート電極
が第２入力端子ＩＮ２に接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続され、ドレイ
ン電極が第１ノードＱに接続される。
　放電部３４２は、第２入力端子ＩＮ２に印加される垂直開始信号ＳＴＶに応答して第１
ノードＱの電圧を第２電圧端子ＶＴ２に印加されるダイナミックロー電圧ＶＳＳＤのレベ
ルに放電させる。
　ダイナミックロー電圧ＶＳＳＤは、常温で第１レベルの電圧を、高温で第１レベルより
低い第２レベルのロー電圧を有する。ここで、第１レベルのロー電圧は、約－６Ｖであり
、第２レベルのロー電圧は、約－１１Ｖである。
【０１３０】
　第１ホールディング部３５１ａは、第２トランジスタＴ２を含む。第２トランジスタＴ
２はゲート電極が第２入力端子ＩＮ２に接続され、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に接
続され、ドレイン電極が出力端子ＯＵＴに接続される。第１ホールディング部３５１ａは
、第２入力端子ＩＮ２に印加される垂直開始信号ＳＴＶに応答して出力端子ＯＵＴの電圧
を第１電圧端子ＶＴ１に印加される第１ロー電圧ＶＳＳ１にプルダウンさせる。
【０１３１】
　第６ホールディング部３５６は、第１４トランジスタＴ１４を含む。第１４トランジス
タＴ１４はゲート電極が第２ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接
続され、ドレイン電極がキャリー端子ＣＲに接続される。第６ホールディング部３５６は
、第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧である間に第２ノードＮの信号に応答してキャリー端子
ＣＲに出力されるキャリー信号ＣＲｍを第２電圧端子ＶＴ２に印加されるダイナミックロ
ー電圧ＶＳＳＤで維持させる。
【０１３２】
　第７ホールディング部３５７は、第１５トランジスタＴ１５を含む。第１５トランジス
タＴ１５はゲート電極が出力端子ＯＵＴに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に
接続され、ドレイン電極が第１ノードＱに接続される。第７ホールディング部３５７は、
出力端子ＯＵＴの信号に応答して第１ノードＱの信号を第２電圧端子ＶＴ２に印加される
ダイナミックロー電圧ＶＳＳＤで維持させる。
【０１３３】
　〈第８の実施形態〉
　図１７は、本発明の第８の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、スイッチング部３６２ａを除いては図１４を参照して説
明したステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照符
号を与え、繰り返される説明は省略する。
【０１３４】
　図１７を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部３１０、出力駆動部、
ホールディング部、スイッチング部３６２ａ、及びキャリー部３７０を含む。出力駆動部
はバッファー部３２０、充電部３３０、及び放電部３４０を含む。ホールディング部は、
第１ホールディング部３５１、第２ホールディング部３５２、第３ホールディング部３５
３、第４ホールディング部３５４、第５ホールディング部３５５、及び第６ホールディン
グ部３５６を含む。
【０１３５】
　第６ホールディング部３５６は、第１４トランジスタＴ１４を含む。第１４トランジス
タＴ１４はゲート電極が第２ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接
続され、ドレイン電極がキャリー端子ＣＲに接続される。
　第６ホールディング部３５６は、第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧である間に第２ノード
Ｎ１の信号に応答してキャリー端子ＣＲに出力されるキャリー信号ＣＲｍを第２電圧端子
ＶＴ２に印加されるダイナミックロー電圧ＶＳＳＤで維持させる。
　ダイナミックロー電圧ＶＳＳＤは、常温で第１レベルのロー電圧を、高温では第１レベ
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ルより低い第２レベルのロー電圧を有する。例えば、第１レベルは第１電圧端子ＶＴ１に
印加される第１ロー電圧ＶＳ１のレベルと同一の電圧レベルで、約－６Ｖであり、第２レ
ベルは約－１１Ｖである。
【０１３６】
　スイッチング部３６２ａは、第７トランジスタＴ７、第８トランジスタＴ８、第１１ト
ランジスタＴ１１、及び第１２トランジスタ１２、並びに第２キャパシタＣ２及び第３キ
ャパシタＣ３を含む。
【０１３７】
　第７トランジスタＴ７は、ドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に接続し、ゲート電
極が第２キャパシタＣ２を介して第１クロック端子ＣＫ１に接続され、ソース電極が第２
ノードＮに接続される。第７トランジスタＴ７のゲート電極とソース電極との間には第３
キャパシタＣ３が接続される。
【０１３８】
　第８トランジスタＴ８は、ゲート電極が第１入力端子ＩＮ１に接続され、ドレイン電極
が第２ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続される。
　第１１トランジスタＴ１１は、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に
共通で接続され、ソース電極が第１２トランジスタＴ１２のドレイン電極と接続される。
　第１２トランジスタＴ１２は、ゲート電極がキャリー端子ＣＲに接続され、ソース電極
が第２電圧端子ＶＴ２に接続される。
【０１３９】
　第１入力端子ＩＮ１に印加される第（ｍ－１）ステージＳＲＣｍ－１のキャリー信号Ｃ
Ｒｍ－１に応答して第８トランジスタＴ８がターンオンされると、第２ノードＮの電位が
第２電圧端子ＶＴ２に印加されるダイナミックロー電圧ＶＳＳＤに放電される。
　一方、第ｍステージＳＲＣｍのキャリー信号ＣＲｍに応答して第１２トランジスタＴ１
２がターンオンされると、第３ノードＮ１には、第１クロック端子ＣＫ１と第２電圧端子
ＶＴ２との間に印加された電圧が第１１トランジスタＴ１１と第１２トランジスタＴ１２
によって電圧分配されたロー電圧が印加される。
【０１４０】
　第８トランジスタＴ８のゲート／ソース電圧ＶＧＳはキャリー端子ＣＲの電圧と第２電
圧端子ＶＴ２との電圧の差で定義することができる。第（ｍ－１）ゲート信号がハイ電圧
で維持される間、第８トランジスタＴ８のゲート電極と接続された第１電圧端子ＩＮ１は
第（ｍ－１）ステージＳＲＣｍ－１のキャリー信号ＣＲｍ－１のハイ電圧（約２２Ｖ）で
維持され、ソース電極と接続された第２電圧端子ＶＴ２はダイナミックロー電圧（約－１
１Ｖ）で維持される。これによって、第８トランジスタＴ８のゲート／ソース電圧ＶＧＳ

は、２２－（－１１）＝３３Ｖになる。
【０１４１】
　第ｍゲート信号が、ハイ電圧に維持される間、第１２トランジスタＴ１２のゲート電極
と接続されたキャリー端子ＣＲは、第１クロック端子ＣＫ１に印加される第１クロック信
号ＣＫのハイ電圧（約２２Ｖ）で維持され、ソース電極と接続された第２電圧端子ＶＴ２
はダイナミックロー電圧（約－１１Ｖ）で維持される。これによって、第１２トランジス
タＴ１２のゲート／ソース電圧ＶＧＳは、２２－（－１１）＝３３Ｖになる。
【０１４２】
　一方、本実施形態とは異なって、第８トランジスタＴ８及び第１２トランジスタＴ１２
のゲート電極が第１ノードＱに接続された場合のゲート／ソース電圧は下記のようである
。
　つまり、第ｍゲート信号又は第（ｍ－１）ゲート信号がハイ電圧で維持される間、第８
トランジスタＴ８及び第１２トランジスタＴ１２のゲート電極と接続された第１ノードＱ
は、ハイ電圧（約４１Ｖ）で維持され、第８トランジスタＴ８のソース電極と接続された
第２電圧端子ＶＴ２は、ダイナミックロー電圧（約－１１Ｖ）で維持される。
　従って、第８トランジスタＴ８及び第１２トランジスタＴ１２のゲート／ソース電圧Ｖ
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ＧＳは、４１－（－１１）＝５２Ｖになる。このように、第８トランジスタＴ８及び第１
２トランジスタＴ１２のゲート／ソース電圧が非常に高くなると、ゲート駆動回路のブレ
ークダウンが発生するおそれがある。
【０１４３】
　本実施形態によれば、第８トランジスタＴ８の制御信号として第（ｍ－１）ステージＳ
ＲＣｍ－１のキャリー信号ＣＲｍ－１を印加し、第１２トランジスタＴ１２の制御信号と
して第ｍステージ信号ＳＲＣｍのキャリー信号ＣＲｍを印加することによって、第８トラ
ンジスタＴ８及び第１２トランジスタＴ１２の制御信号として第１ノードＱの信号を印加
する場合に比べて、第８トランジスタＴ８及び第１２トランジスタＴ１２のゲート／ソー
ス電圧を約１９Ｖほど減少させることができる。従って、本実施形態によれば、ゲート駆
動回路の長時間駆動の信頼性を向上させることができる。
【０１４４】
　〈第９の実施形態〉
　図１８は、本発明の第９の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、スイッチング部３６２ｂを除いては図１４を参照して説
明したステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照符
号を与え、繰り返される説明は省略する。
【０１４５】
　図１８を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部３１０、出力駆動部、
ホールディング部、スイッチング部３６２ｂ、及びキャリー部３７０を含む。出力駆動部
はバッファー部３２０、充電部３３０、及び放電部３４０を含む。ホールディング部は、
第１ホールディング部３５１、第２ホールディング部３５２、第３ホールディング部３５
３、第４ホールディング部３５４、第５ホールディング部３５５、及び第６ホールディン
グ部３５６を含む。
【０１４６】
　第６ホールディング部３５６は、第１４トランジスタＴ１４を含む。第１４トランジス
タＴ１４はゲート電極が第２ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接
続され、ドレイン電極がキャリー電極ＣＲに接続される。
　第６ホールディング部３５６は、第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧である間に第２ノード
Ｎの信号に応答してキャリー端子ＣＲに出力されるキャリー信号ＣＲｍを第２電圧端子Ｖ
Ｔ２に印加されるダイナミックロー電圧ＶＳＳＤで維持させる。
　ダイナミックロー電圧ＶＳＳＤは、常温で第１レベルのロー電圧を、高温では第１レベ
ルより低い第２レベルのロー電圧を有する。例えば、第１レベルは第１電圧端子ＶＴ１に
印加される第１ロー電圧ＶＳ１のレベルと同一の電圧レベルで、約－６Ｖであり、第２レ
ベルは約－１１Ｖである。
【０１４７】
　スイッチング部３６２ｂは、第７トランジスタＴ７、第８トランジスタＴ８、第１１ト
ランジスタＴ１１、及び第１２トランジスタ１２、並びに第２キャパシタＣ２及び第３キ
ャパシタＣ３を含む。
【０１４８】
　第７トランジスタＴ７は、ドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に接続し、ゲート電
極が第２キャパシタＣ２を介して第１クロック端子ＣＫ１に接続され、ソース電極が第２
ノードＮに接続される。第７トランジスタＴ７のゲート電極とソース電極との間には第３
キャパシタＣ３が接続される。
【０１４９】
　第８トランジスタＴ８は、ゲート電極がキャリー端子ＣＲに接続され、ドレイン電極が
第２ノードＮに接続され、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続される。
　第１１トランジスタＴ１１は、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック端子ＣＫ１に
共通で接続され、ソース電極が第１２トランジスタ１２のドレイン電極と接続される。
　第１２トランジスタＴ１２は、ゲート電極が第１入力端子ＩＮ１に接続され、ソース電
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極が第２電圧端子ＶＴ２に接続される。
【０１５０】
　第１入力端子ＩＮ１に印加される第（ｍ－１）ステージＳＲＣｍ－１のキャリー信号Ｃ
Ｒｍ－１に応答して第１２トランジスタＴ１２がターンオンされると、第３ノードＮ１に
は、第１クロック端子ＣＫ１と第２電源端子ＶＴ２との間に印加された電圧が第１１トラ
ンジスタＴ１１と第１２トランジスタＴ１２によって電圧分配されたロー電圧が印加され
る。
　一方、ｍステージＳＲＣｍのキャリー信号ＣＲｍに応答して第８トランジスタＴ８がタ
ーンオンされると、第２ノードＮの電位は第２電圧端子ＶＴ２に印加されるダイナミック
ロー電圧ＶＳＳＤに放電される。
【０１５１】
　第８トランジスタＴ８のゲート／ソース電圧ＶＧＳはキャリー端子ＣＲの電圧と第２電
圧端子ＶＴ２との電圧の差で定義される。第ｍゲート信号がハイ電圧で維持される間、第
８トランジスタＴ８のゲート電極と接続されたキャリー端子ＣＲは第１クロック端子ＣＫ
１に印加される第１クロック信号ＣＫのハイ電圧（約２２Ｖ）で維持され、ソース電極と
接続された第２電圧端子ＶＴ２はダイナミックロー電圧（約－１１Ｖ）で維持される。こ
れによって、第１２トランジスタＴ１２のゲート／ソース電圧ＶＧＳは、２２－（－１１
）＝３３Ｖになる。
【０１５２】
　第（ｍ－１）ゲート信号が、ハイ電圧で維持される間、第１２トランジスタＴ１２のゲ
ート電極と接続された第１入力端子ＩＮ１は第（ｍ－１）ステージＳＲＣｍ－１のキャリ
ー信号ＣＲｍ－１のハイ電圧（約２２Ｖ）で維持され、ソース電極と接続された第２電圧
端子ＶＴ２はダイナミックロー電圧（約－１１Ｖ）で維持される。これによって、第８ト
ランジスタＴ８のゲート／ソース電圧ＶＧＳは、２２－（－１１）＝３３Ｖになる。
【０１５３】
　本実施形態によれば、第８トランジスタＴ８の制御信号として第ｍステージＳＲＣｍの
キャリー信号ＣＲｍを印加し、第１２トランジスタＴ１２の制御信号として第（ｍ－１）
ステージ信号ＳＲＣｍ－１のキャリー信号ＣＲｍ－１を印加することによって、第８トラ
ンジスタＴ８及び第１２トランジスタＴ１２の制御信号として第１ノードＱの信号を印加
する場合に比べて、第８トランジスタＴ８及び第１２トランジスタＴ１２のゲート／ソー
ス電圧を減少させることができる。従って、本実施形態によれば、ゲート駆動回路の長時
間駆動の信頼性を向上させることができる。
【０１５４】
　〈第１０の実施形態〉
　図１９は、本発明の第１０の実施形態によるゲート駆動回路のブロック図である。
　図１９を参照すると、ゲート駆動回路は、互いに従属的に接続された複数のステージ（
ＳＲＣ１～ＳＲＣｄ２）からなるシフトレジスタを含む。
【０１５５】
　複数のステージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｄ２）はｎ個の駆動ステージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｎ
）と２つのダミーステージ（ＳＲＣｄ１、ＳＲＣｄ２）を含む。第ｎ個の駆動ステージ（
ＳＲＣ１～ＳＲＣｎ）は、ｎ個のゲートライン（Ｇ１～Ｇｎ）とそれぞれ接続されてゲー
トライン（Ｇ１～Ｇｎ）にゲート信号を順次に接続する。
【０１５６】
　各ステージは、第１クロック端子ＣＫ１、第１入力端子ＩＮ１、第２入力端子ＩＮ２、
第３入力端子ＩＮ３、第１電圧端子ＶＴ１、第２電圧端子ＶＴ２、キャリー端子ＣＲ、及
び出力端子ＯＵＴを含む。
【０１５７】
　第１クロック端子ＣＫ１は、クロック信号を受信する。
　第１入力端子ＩＮ１は、垂直開始信号ＳＴＶ又は前段ステージのキャリー信号を受信す
る。つまり、一番目ステージである第１ステージＳＲＣ１の第１入力端子ＩＮ１は垂直開
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始信号ＳＴＶを受信し、第１ステージＳＲＣ１を除いた残りのステージ（ＳＲＣ２～ＳＲ
Ｃｄ２）の第１入力端子ＩＮ１は前段ステージのキャリー信号を受信する。
【０１５８】
　第２入力端子ＩＮ２は、次段ステージの出力信号又は垂直開始信号ＳＴＶを受信する。
第１～第ｎステージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｎ）及び第１ダミーステージＳＲＣｄ１の第２入
力端子ＩＮ２は次段ステージ（ＳＲＣ２～ＳＲＣｄ２）のキャリー信号を受信し、第２ダ
ミーステージＳＲＣｄ２の第２入力端子ＩＮ２は垂直開始信号ＳＴＶを受信する。
【０１５９】
　第３入力端子ＩＮ３は、当該ステージをｎ番目ステージとする場合、（ｎ＋２）番目ス
テージのキャリー端子ＣＲから出力されるキャリー信号を受信する。例えば、第１～第ｎ
ステージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｎ）の第３入力端子ＩＮ３は、第３ステージ～第２ダミース
テージ（ＳＲＣ３～ＳＲＣｄ２）のキャリー信号を受信し、第１ダミーステージＳＲＣｄ
１の第３入力端子ＩＮ３は垂直開始信号ＳＴＶを受信する。
【０１６０】
　第１電圧端子ＶＴ１は、第１ロー電圧ＶＳＳ１を受信する。第１ロー電圧は、約－６Ｖ
である。
　第２電圧端子ＶＴ２は、第１ロー電圧ＶＳＳ１より低い第２ロー電圧ＶＳＳ２を受信す
る。第２ロー電圧ＶＳＳ２は、約－１１Ｖである。
【０１６１】
　キャリー端子ＣＲは、次段ステージの第１入力端子ＩＮ１と電気的に接続されて次段ス
テージの第１入力端子ＩＮ１にキャリー信号を出力する。キャリー端子ＣＲは、前段ステ
ージの第２入力端子ＩＮ２と電気的に接続されて、キャリー信号を前段ステージの第２入
力端子ＩＮ２に提供する。
　出力端子ＯＵＴは、該当するゲートラインと電気的に接続されてゲートラインにゲート
信号を出力する。
【０１６２】
　図２０は、図１９に示すステージに対する回路図である。
　図１９及び図２０を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部４１０、及
びホールディング部を含む。
【０１６３】
　入力部は、第１入力信号の印加を受ける第１入力端子ＩＮ１、第２入力信号の印加を受
ける第２入力端子ＩＮ２、及び第３入力信号ＩＮ３を含む。ここで、第１入力信号は、第
（ｍ－１）ステージＳＲＣｍ－１のキャリー信号ＣＲｍ－１又は垂直開始信号ＳＴＶであ
り、第２入力信号は、第（ｍ＋１）ステージＳＲＣｍ＋１のキャリー信号ＣＲｍ＋１であ
り、第３入力信号は、第（ｍ＋２）ステージＳＲＣｍ＋２のキャリー信号ＣＲｍ＋２であ
る。
【０１６４】
　出力部４１０は、第１トランジスタＴ１を含む。第１トランジスタＴ１は、ドレイン電
極が第１クロック信号ＣＫ１に接続され、ゲート電極が第１ノードＱに接続され、ソース
電極が出力端子ＯＵＴに接続される。出力部４１０は第１ノードＱの信号に応答して第１
クロック端子ＣＫ１に印加されるクロック信号ＣＫのハイ電圧をゲート信号として出力す
る。
【０１６５】
　第ｍステージＳＲＣｍは、第（ｍ－１）ステージＳＲＣｍ－１のキャリー信号ＣＲｍ－
１又は垂直開始信号ＳＴＶに応答して出力部２１０をターンオンさせ、第（ｍ＋１）ステ
ージＳＲＣｍ＋１のキャリー信号ＣＲｍ＋１に応答して出力部２１０をターンオフさせる
出力駆動部をさらに含む。出力駆動部は、バッファー部４２０、充電部４３０、及び放電
部４４０を含む。
【０１６６】
　バッファー部４２０は、第３トランジスタＴ３を含む。第３トランジスタＴ３は、ゲー
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ト電極及びドレイン電極が第１入力端子ＩＮ１に共通で接続され、ソース電極が第１ノー
ドＱに接続される。
【０１６７】
　充電部４３０は、１端が第１ノードＱに接続され、他端が出力端子ＯＵＴに接続された
第１キャパシタＣ１を含む。充電部４３０は、第１入力端子ＩＮ１に印加される第１入力
信号のハイ電圧を充電して、第１ノードＱをハイレベルで維持させる。
【０１６８】
　放電部４４０は、第４トランジスタＴ４を含む。第４トランジスタＴ４は、ゲート電極
が第２入力端子ＩＮ２に接続され、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に接続され、ドレイ
ン電極が第１ノードＱに接続される。
【０１６９】
　ホールディング部は、第１ホールディング部４５２及び第２ホールディング部４５４を
含む。
　第１ホールディング部４５２は、第２トランジスタＴ２を含む。第２トランジスタＴ２
は、ゲート電極が第２入力端子ＩＮ２に接続し、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に接続
され、ドレイン電極が出力端子ＯＵＴに接続される。
【０１７０】
　第１ホールディング部４５２は第２入力端子ＩＮ２に印加される第（ｍ＋１）ステージ
ＳＣＲｍ＋１のキャリー信号ＣＲｍ＋１に応答して出力端子ＯＵＴの電圧を第１ロー電圧
ＶＳＳ１にプルダウンさせる。
【０１７１】
　第２ホールディング部４５４は、第５トランジスタＴ５を含む。第５トランジスタＴ５
は、ゲート電極が第３入力端子ＩＮ３に接続し、ソース電極が第２電圧端子ＶＴ２に接続
され、ドレイン電極が第１ノードＱに接続される。第２ホールディング部４５４は、第３
入力端子ＩＮ３に受信されるキャリー信号ＣＲｍ＋２に応答して第１ノードＱの電圧を第
２ロー電圧ＶＳＳ２に維持させる。
【０１７２】
　第ｍステージＳＲＣｍは、キャリー部４６０をさらに含む。
　キャリー部４６０は、第６トランジスタＴ６を含む。第６トランジスタＴ６は、ゲート
電極が第１ノードＱに接続され、ソース電極がキャリー端子ＣＲに接続され、ドレイン電
極が第１クロック端子ＣＫ１に接続される。キャリー部４６０は第６トランジスタＴ６の
ゲート電極とソース電極との間に接続される第２キャパシタＣ２をさらに含む。キャリー
部４６０は第１ノードＱの電位がハイ電圧に転換されると、第１クロック信号ＣＫのハイ
電圧をキャリー信号として出力する。
【０１７３】
　図２１は、図２０に示す第１ノードと出力端子の電圧の信号タイミング図である。
　図２０及び図２１を参照すると、出力端子ＯＵＴの信号である第ｍゲート信号Ｇｍは、
第１ノードＱにブースティング電圧（約４１Ｖ）が印加する区間、第１クロック端子ＣＫ
１に印加されるクロック信号ＣＫのハイ電圧（約２２Ｖ）を維持し、残り区間の間では第
１ロー電圧（約－６Ｖ）で維持することが分かる。第３入力信号である第（ｍ＋２）ステ
ージのキャリー信号に応答して第５トランジスタＴ５がターンオンされると、第１ノード
Ｑの信号である第ｍノード信号Ｑｍは第２ロー電圧（約－１１Ｖ）で維持されることが分
かる。
【０１７４】
　上述のように、１フレームで第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧を維持する間、第１トラン
ジスタＴ１のゲート電極と接続された第１ノードＱは、第２ロー電圧ＶＳＳ２に維持され
、ソース電極と接続された出力端子ＯＵＴは、第１ロー電圧ＶＳＳ１に維持される。従っ
て、第１トランジスタＴ１のゲートソース電圧ＶＧＳは、－５Ｖになる。
【０１７５】
　本実施形態によれば、第ｍゲート信号Ｇｍがロー電圧を維持する間、第１トランジスタ
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Ｔ１のゲート／ソース電圧ＶＧＳをネガティブ電圧で説明することができるため、高温ノ
イズを改善することができる。
【０１７６】
　〈第１１の実施形態〉
　図２２は、本発明の第１１の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、キャリー部４６２を除いては図２０を参照して説明した
ステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照符号を与
え、繰り返される説明は省略する。
【０１７７】
　図２０及び図２２を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部４１０、出
力駆動部、ホールディング部、及びキャリー部４６２を含む。出力駆動部はバッファー部
４２０、充電部４３０、及び放電部４４０を含む。ホールディング部は、第１ホールディ
ング部４５２及び第２ホールディング部４５４を含む。
【０１７８】
　キャリー部４６２は、第６トランジスタＴ６を含む。第６トランジスタＴ６はダブルゲ
ート構造を採用している。第６トランジスタＴ６はボトムゲートである第１ゲート電極が
第１ノードＱに接続され、ソース電極がキャリー端子ＣＲに接続され、ドレイン電極が第
１クロック端子ＣＫ１に接続され、トップゲートである第２ゲート電極がキャリー端子Ｃ
Ｒに接続される。
【０１７９】
　キャリー部４６２は、第６トランジスタＴ６の第１ゲート電極とソース電極との間に接
続される第２キャパシタＣ２をさらに含む。キャリー部４６２は、第１ノードＱの電位が
ハイレベルに転換すると、第１クロック信号ＣＫのハイ電圧をキャリー信号として出力す
る。この場合、キャリー信号の出力とともに第２ゲート電極を介して、キャリー部４６２
の第６トランジスタＴ６がさらにターンオンされる。
【０１８０】
　上述のように、第６トランジスタＴ６にダブルゲート構造を採用する場合、第ｍゲート
信号がハイ電圧で維持される区間を除いた残り区間の間、第１ノードＱの信号を第２ロー
レベルＶＳＳ２で安定的に維持させることができるため、リップルによるゲート信号のノ
イズを改善することができる。
【０１８１】
　〈第１２の実施形態〉
　図２３は、本発明の第１２の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、キャリー部４６４を除いては図２０を参照して説明した
ステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照符号を与
え、繰り返される説明は省略する。
【０１８２】
　図２０及び図２３を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部４１０、出
力駆動部、ホールディング部、及びキャリー部４６４を含む。出力駆動部はバッファー部
４２０、充電部４３０、及び放電部４４０を含む。ホールディング部は、第１ホールディ
ング部４５２及び第２ホールディング部４５４を含む。
【０１８３】
　キャリー部４６４は、第６トランジスタＴ６を含む。第６トランジスタＴ６はダブルゲ
ート構造を採用している。第６トランジスタＴ６はボトムゲート電極である第１ゲート電
極が第１ノードＱに接続され、ソース電極がキャリー端子ＣＲに接続され、ドレイン電極
が第１クロック端子ＣＫ１に接続され、トップゲートである第２ゲート電極が出力端子Ｏ
ＵＴに接続される。
【０１８４】
　キャリー部４６４は、第６トランジスタＴ６の第１ゲート電極とソース電極との間に接
続される第２キャパシタＣ２をさらに含む。キャリー部４６４は、第１ノードＱの電位が
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ハイレベルに転換すると、第１クロック信号ＣＫのハイ電圧をキャリー信号として出力す
る。出力端子ＯＵＴにハイ電圧が印加される場合には第２ゲート電極を介してキャリー部
４６４の第６トランジスタＴ６がさらにターンオンされる。
【０１８５】
　上述のように、第６トランジスタＴ６にダブルゲート構造を採用する場合、第ｍゲート
信号がハイ電圧で維持される区間を除いた残り区間の間、第１ノードＱの信号を第２ロー
レベルＶＳＳ２で安定的に維持させることができるため、リップルによるゲート信号のノ
イズを改善することができる。
【０１８６】
　〈第１３の実施形態〉
　図２４は、本発明の第１３の実施形態によるゲート駆動回路のブロック図である。
　本実施形態によるゲート駆動回路は、第２クロック端子ＣＫ２が追加されたことを除い
ては図１９を参照して説明したゲート駆動回路と実質的に同一であるため、繰り返される
説明は省略する。
【０１８７】
　図２４を参照すると、ゲート駆動回路は、互いに従属的に接続された複数のステージ（
ＳＲＣ１～ＳＲＣｄ２）からなるシフトレジスタを含む。複数のステージ（ＳＲＣ１～Ｓ
ＲＣｄ２）はｎ個の駆動ステージ（ＳＲＣ１～ＳＲＣｎ）と２つのダミーステージ（ＳＲ
Ｃｄ１，ＳＲＣｄ２）を含む。
【０１８８】
　各ステージは、第１クロック端子ＣＫ１、第２クロック端子ＣＫ２、第１入力端子ＩＮ
１、第２入力端子ＩＮ２、第３入力端子ＩＮ３、第１電圧端子ＶＴ１、第２電圧端子ＶＴ
２、キャリー端子ＣＲ、及び出力端子ＯＵＴを含む。
【０１８９】
　第１クロック端子ＣＫ１及び第２クロック端子ＣＫ２は互いに逆位相を有する第１クロ
ック信号ＣＫ及び第２クロック信号ＣＫＢを受信する。例えば、奇数番目ステージ（ＳＲ
Ｃ１、ＳＲＣ３、…）の第１クロック端子ＣＫ１は、第１クロック信号ＣＫを受信し、第
２クロック端子ＣＫ２は、第２クロック信号ＣＫＢを受信する。偶数番目ステージ（ＳＲ
Ｃ２、ＳＲＣ４、…）の第１クロック端子ＣＫ１は、第２クロック信号ＣＫＢを受信し、
第２クロック端子ＣＫ２は、第１クロック信号ＣＫを受信する。
【０１９０】
　図２５は、図２４に示すステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、第３ホールディング部４５６が追加されたことを除いて
は、図２０を参照して説明したステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一
構成要素には同一参照符号を与え、繰り返される説明は省略する。
【０１９１】
　図２５を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部４１０、出力駆動部、
ホールディング部、及びキャリー部４６０を含む。出力駆動部はバッファー部４２０、充
電部４３０、及び放電部４４０を含む。ホールディング部は、第１ホールディング部４５
２、第２ホールディング部４５４、及び第３ホールディング部４５６を含む。
【０１９２】
　第３ホールディング部４５６は、第７トランジスタＴ７を含む。第７トランジスタＴ７
は、ゲート電極が第２クロック端子ＣＫ２に接続し、ソース電極が第１電圧端子ＶＴ１に
接続され、ドレイン電極が出力端子ＯＵＴに接続される。第３ホールディング部４５６は
第２クロック端子ＣＫ２に印加される第２クロック信号ＣＫＢに応答して出力端子ＯＵＴ
の電圧を第１電圧端子ＶＴ１に印加される第１ロー電圧ＶＳＳ１で維持させる。
【０１９３】
　本実施形態によれば、第３ホールディング部４５６を介して第ｍゲート信号がハイ電圧
で維持される区間の除いては、第ｍゲート信号を安定的に第１ロー電圧ＶＳＳ１で維持さ
せることができるため、高温ノイズを改善することができる。
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【０１９４】
　〈第１４の実施形態〉
　図２６は、本発明の第１４の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、キャリー部４６２を除いては図２５を参照して説明した
ステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照符号を与
え、繰り返される説明は省略する。
【０１９５】
　図２６を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部４１０、出力駆動部、
ホールディング部、及びキャリー部４６２を含む。出力駆動部はバッファー部４２０、充
電部４３０、及び放電部４４０を含む。ホールディング部は、第１ホールディング部４５
２、第２ホールディング部４５４、及び第３ホールディング部４５６を含む。
【０１９６】
　キャリー部４６２は、第６トランジスタＴ６を含む。第６トランジスタＴ６はダブルゲ
ート構造を採用している。第６トランジスタＴ６は、第１ゲート電極が第１ノードＱに接
続され、ソース電極がキャリー端子ＣＲに接続され、ドレイン電極が第１クロック端子Ｃ
Ｋ１に接続され、第２ゲート電極がキャリー端子ＣＲに接続される。
　キャリー部４６２は、第６トランジスタＴ６の第１ゲート電極とソース電極との間に接
続される第２キャパシタＣ２をさらに含む。キャリー部４６２は第１ノードＱの電位がハ
イレベルに転換すると、第１クロック信号ＣＫのハイ電圧をキャリー信号として出力する
。
【０１９７】
　本実施形態によれば、第６トランジスタＴ６にダブルゲート構造を採用する場合、第ｍ
ゲート信号がハイ電圧で維持される区間を除いた残り区間の間、第１ノードＱの信号を第
２ローレベルＶＳＳ２で安定的に維持させることができるため、リップルによるゲート信
号のノイズを改善することができる。また、第３ホールディング部４５６を介して第ｍゲ
ート信号がハイ電圧で維持される区間を除き、第ｍゲート信号を安定的に第１ロー電圧Ｖ
ＳＳ１で維持させることができるため、高温ノイズを改善することができる。
【０１９８】
　〈第１５の実施形態〉
　図２７は、本発明の第１５の実施形態によるステージに対する回路図である。
　本実施形態によるステージは、キャリー部４６４を除いては図２５を参照して説明した
ステージに対する回路図と実質的に同一であるため、同一構成要素には同一参照符号を与
え、繰り返される説明は省略する。
【０１９９】
　図２７を参照すると、第ｍステージＳＲＣｍは、入力部、出力部４１０、出力駆動部、
ホールディング部、及びキャリー部４６４を含む。出力駆動部はバッファー部４２０、充
電部４３０、及び放電部４４０を含む。ホールディング部は、第１ホールディング部４５
２、第２ホールディング部４５４、及び第３ホールディング部４５６を含む。
【０２００】
　キャリー部４６４は、第６トランジスタＴ６を含む。第６トランジスタＴ６はダブルゲ
ート構造を採用している。第６トランジスタＴ６は、ボトムゲート電極である第１ゲート
電極が第１ノードＱに接続され、ソース電極がキャリー端子ＣＲに接続され、ドレイン電
極が第１クロック端子ＣＫ１に接続され、トップゲート電極である第２ゲート電極が出力
端子ＯＵＴに接続される。
【０２０１】
　キャリー部４６４は、第６トランジスタＴ６の第１ゲート電極とソース電極との間に接
続される第２キャパシタＣ２をさらに含む。キャリー部４６４は、第１ノードＱの電位が
ハイレベルに転換されると、第１クロック信号ＣＫのハイ電圧をキャリー信号として出力
する。キャリー部４６４は、第１ノードＱの電位が第２ロー電圧ＶＳＳ２に放電されると
第２ロー電圧ＶＳＳ２をキャリー信号として出力する。
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　上述のように、第６トランジスタＴ６にダブルゲート構造を採用する場合、第ｍゲート
信号がハイ電圧で維持される区間を除いた残りの区間の間、第１ノードＱの信号を第２ロ
ーレベルＶＳＳ２で安定的に維持させることができるため、リップルによるゲート信号の
ノイズを改善することができる。
【０２０３】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０２０４】
　本発明は、表示装置用パネルを有するすべての電子機器に好適に使用される。
【符号の説明】
【０２０５】
　１００　　表示パネル
　２００　　ゲート駆動回路
　２１０、３１０、４１０　　出力部
　２２０、３２０、４２０　　バッファー部
　２３０、３３０、４３０　　充電部
　２４０、２４２、３４０、３４２、４４０　　放電部
　２５１、３５１、４５２　　第１ホールディング部
　２５２、３５２、４５４　　第２ホールディング部
　２５３、３５３、４５６　　第３ホールディング部
　２５４、３５４　　第４ホールディング部
　２５５、３５５、３５５ａ　　第５ホールディング部
　２６０、２６２、３６０、３６２、３６２ａ、３６２ｂ　　スイッチング部
　２７０、３７０、４６０、４６２、４６４　　キャリー部
　３００　　データ駆動回路
　３５６　　第６ホールディング部
　３５７　　第７ホールディング部
　４００　　印刷回路基板
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